
本
稿
に
本
年
厚
海
上
保
険
静
養
り
補
正
み
似
て
そ
の
主
た
ろ
目
的
セ
な
す
も
而
し
て
そ
の
叙
述
す
る
亨
、
ろ
ほ
頻
づ
特
上
危
険
叉
ほ
航
海
 
 

1
こ
隣
す
る
串
故
の
内
容
ね
明
か
－
こ
し
て
海
上
保
愉
者
が
我
商
法
の
規
定
に
従
つ
て
拷
保
す
べ
き
危
険
の
折
感
忘
明
か
に
し
・
攻
で
英
国
晦
上
 
 

保
険
法
の
規
定
に
従
つ
て
海
駄
ミ
海
上
危
険
ミ
托
之
ね
隈
別
す
べ
き
、
孟
遵
べ
、
最
後
に
ロ
イ
ド
楔
締
詮
券
に
於
て
塘
保
せ
ら
れ
た
る
危
 
 

険
に
就
て
詳
述
し
て
ゐ
ろ
。
 
 

∴
 
 

我
商
法
の
規
定
に
依
れ
ぼ
、
海
上
保
険
契
約
と
は
航
海
に
閲
す
る
尊
敬
に
因
っ
て
生
す
る
こ
と
あ
る
べ
き
損
害
の
項
補
を
目
的
と
 
 

な
す
も
の
で
且
相
戯
三
條
）
、
保
険
者
は
商
法
海
商
編
海
上
保
険
の
華
又
は
個
々
の
保
臨
画
約
に
別
段
の
雷
る
場
合
を
除
く
外
、
 
 

保
険
期
間
中
保
険
の
目
的
に
つ
き
、
航
海
に
閲
す
る
零
敗
に
因
つ
て
生
じ
た
る
扇
の
損
審
を
喋
補
す
る
茸
に
任
す
る
も
の
な
る
が
 
 

（
畑
㌘
條
）
、
抑
晶
梅
に
攣
る
事
故
の
何
た
る
か
に
就
て
は
我
商
法
は
之
む
明
か
に
し
な
い
。
 
 

英
園
に
於
て
は
、
海
上
保
険
者
の
茸
任
は
原
則
と
し
て
難
破
義
絶
◎
坐
礁
萄
響
そ
Ⅶ
他
風
波
の
異
常
な
る
作
用
の
如
き
海
上
に
 
 

固
有
な
る
危
険
即
ち
梅
雑
（
G
2
f
a
ト
「
e
コ
骨
S
2
2
盲
－
＝
s
O
f
t
ト
e
s
2
a
・
）
に
封
し
て
の
み
存
す
る
も
の
と
な
し
、
火
災
・
盗
難
最
琴
危
険
 
 

醇
難
及
び
航
海
に
閲
す
る
事
故
 
 

海
難
及
び
航
海
に
廃
す
る
事
故
 
 
 

ー
■
ノ
 
 

（
三
五
）
 
三
五
 
 
 

武
 
 
三
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（
三
六
）
 
三
太
 
 

第
田
巻
 
第
一
兢
 
 

の
如
き
海
上
の
み
な
ら
す
陸
上
に
も
起
り
得
べ
き
危
険
に
封
し
て
は
、
特
約
を
以
て
始
め
て
保
険
者
に
茸
任
あ
る
も
の
と
な
し
て
ゐ
 
 

る
。
然
し
、
我
商
法
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
航
海
に
関
す
る
尊
敬
を
海
上
特
有
の
危
険
即
ち
悔
欺
と
解
し
保
険
者
の
責
任
を
こ
の
範
囲
に
限
 
 

定
す
る
こ
と
は
狭
き
に
失
す
べ
く
、
普
通
に
は
之
を
航
海
に
閲
し
て
生
す
る
こ
と
あ
る
べ
き
一
切
の
危
険
即
ち
海
上
危
険
（
G
e
f
a
h
r
e
コ
 
 

号
S
e
e
s
c
h
i
琵
a
h
r
t
一
P
e
r
ニ
s
。
コ
t
h
e
s
e
a
も
r
ヨ
a
r
琵
ヨ
e
P
e
r
i
ヱ
と
解
し
、
保
険
者
は
そ
の
不
可
抗
力
の
損
害
に
封
し
て
喋
補
の
茸
 
 

に
仔
す
べ
き
も
の
と
せ
打
て
 

我
大
審
院
k
於
て
も
教
庶
の
判
決
に
於
て
こ
の
見
解
を
持
し
、
海
上
危
険
叉
埠
商
法
に
所
謂
航
海
に
朋
す
る
穏
放
と
は
包
括
的
意
 
 

義
を
有
し
、
督
に
風
波
の
如
き
絶
封
的
自
然
力
に
出
す
る
危
険
の
み
な
ら
す
相
到
的
人
為
に
出
づ
る
危
険
を
も
包
含
す
る
と
い
ひ
、
 
 

或
は
積
荷
を
保
険
に
付
し
た
る
場
合
に
於
て
、
船
積
方
法
に
閲
す
ろ
折
長
の
過
失
に
凶
り
航
海
中
損
害
を
生
じ
た
る
と
き
は
保
険
者
 
 

は
之
を
喋
節
す
ペ
き
重
任
を
負
ふ
と
主
張
し
、
或
は
其
の
損
審
の
唄
補
は
積
商
そ
の
物
の
流
失
。
減
損
等
に
の
み
制
限
し
た
る
も
の
に
 
 

あ
ら
す
し
て
天
災
若
く
は
衝
突
等
の
た
め
胎
鰭
損
傷
し
指
定
港
に
運
迭
す
る
能
は
ぎ
る
が
如
き
不
可
抗
力
に
因
り
、
途
中
に
於
て
積
 
 

荷
畏
却
し
損
害
豊
じ
賃
と
き
は
保
険
者
は
之
を
罵
補
す
べ
き
も
の
と
す
と
針
決
し
て
ゐ
る
（
松
講
読
鯛
撃
 
 
 

猫
囲
商
法
た
於
て
は
保
険
者
の
揖
保
す
べ
き
危
険
の
種
類
を
左
の
如
く
例
示
し
、
そ
の
中
第
七
耽
後
段
の
も
の
を
除
い
て
は
何
れ
 
 

も
航
海
に
開
す
る
事
故
の
種
類
と
見
る
こ
と
が
出
釆
る
冨
ら
う
（
＝
錮
）
U
 
 

（
こ
海
水
の
位
入
◎
坐
般
。
破
船
。
沈
没
。
火
災
◎
熔
畿
◎
落
笛
。
讃
災
◎
氷
寄
等
の
如
き
自
然
の
出
奔
萌
そ
の
他
の
海
上
苛
政
 
 
 

但
し
こ
れ
等
の
危
険
が
第
三
者
の
過
失
に
因
つ
て
生
す
る
も
之
を
妨
げ
な
い
。
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（
二
〕
戦
寧
の
危
険
及
び
官
憲
の
押
収
 
 

（
三
）
第
三
者
の
申
請
に
因
り
被
保
険
者
の
茸
に
鐸
す
べ
き
事
由
な
く
し
て
為
さ
る
1
私
法
上
の
差
押
 
 

（
四
）
窃
盗
並
に
海
賊
◎
略
奪
そ
の
他
暴
力
行
為
の
危
険
 
 

（
五
）
航
海
の
鳩
籍
の
た
め
に
必
要
な
る
資
金
を
調
達
せ
ん
が
た
め
に
焉
さ
る
1
積
荷
の
質
入
又
は
賛
却
、
並
に
同
様
の
目
的
の
た
め
 
 
 

に
之
を
燃
料
に
喜
田
し
又
は
食
料
に
供
せ
ら
る
1
こ
と
に
因
っ
て
保
険
せ
ら
れ
た
る
積
荷
の
被
る
損
害
 
 

（
六
）
船
員
の
過
失
又
は
不
正
行
焉
に
因
っ
て
保
険
の
目
的
の
被
る
損
啓
 
 

（
七
）
船
舶
¢
衝
突
、
及
び
過
失
に
基
く
禦
n
に
於
て
賠
主
が
第
三
者
に
劃
し
て
有
す
る
損
害
賠
償
嚢
任
 
 

〓
 
 

海
上
保
険
に
於
て
保
険
者
の
槍
保
す
る
危
険
は
、
敢
後
の
第
七
耽
後
段
の
も
の
を
除
き
斯
く
の
如
き
贋
き
内
容
を
有
す
る
海
上
危
 
 

険
又
は
航
海
に
関
す
る
事
故
で
あ
り
、
我
図
の
和
文
保
険
謹
券
に
於
て
も
之
を
明
言
し
、
常
脅
赦
の
拾
保
す
る
危
険
は
沈
督
垂
響
 
 

牒
。
火
災
濁
突
等
凡
て
被
保
険
賠
舶
又
は
保
険
食
物
に
損
誓
及
鱒
す
べ
き
各
療
の
海
上
危
険
と
す
と
規
嘗
て
ゐ
る
（
糊
御
願
踊
 
鞘
組
柵
抑
垂
 

。
然
し
、
船
舶
の
航
海
又
は
柁
荷
の
海
上
遅
痙
中
鱒
生
す
る
凡
ゆ
る
損
計
及
び
損
失
が
櫓
保
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
 
 

見
る
こ
と
は
出
窓
い
（
S
i
。
く
。
“
言
瑠
鞘
S
i
。
h
。
r
。
。
笥
豊
）
。
警
す
れ
ぼ
、
保
険
契
約
書
く
柊
堺
保
険
者
並
に
傭
船
者
○
荷
 
 

達
人
又
は
荷
受
人
の
悪
意
若
く
は
重
過
失
に
因
り
て
生
じ
た
る
損
害
及
び
捨
船
の
不
堪
航
な
ぁ
に
因
つ
て
生
じ
貪
る
損
害
又
は
費
用
 
 

輝
難
及
び
駄
海
に
関
す
る
革
改
 
 

（
三
七
）
 
三
七
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（
三
八
）
 
三
八
 
 

第
四
巻
 
第
一
躾
 
 

に
封
し
て
保
険
者
に
萱
任
な
き
は
勿
論
の
こ
と
（
相
㌘
條
）
、
保
障
者
時
給
長
叉
品
員
の
過
失
怠
悼
の
危
険
を
拾
保
す
と
雄
も
船
 
 

舶
の
術
央
に
因
っ
て
生
す
る
損
害
賠
償
の
如
き
、
＼
或
は
賠
舶
が
不
必
要
な
る
離
路
を
な
し
従
っ
て
避
難
港
の
諸
費
用
な
れ
ど
も
共
同
 
 

握
損
と
認
め
ら
れ
ざ
る
が
如
き
も
の
、
或
は
低
気
厩
嘉
く
は
戦
野
危
険
を
避
け
ん
が
虎
め
に
航
海
の
途
中
に
於
て
澤
胎
し
て
費
用
を
 
 

要
し
、
従
っ
て
不
可
抗
力
に
因
っ
て
賓
出
を
要
し
た
る
も
の
な
り
と
雄
も
、
切
迫
せ
る
危
険
を
避
け
る
が
た
め
の
も
の
に
あ
ら
す
し
 
 

て
望
諒
海
に
関
す
る
事
故
に
近
因
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ざ
る
も
の
等
に
饗
し
は
、
特
約
な
き
限
り
保
険
者
之
を
括
供
し
な
い
。
 
 
 

更
に
海
上
危
険
又
は
航
海
に
関
す
る
事
故
と
い
ふ
文
言
の
中
に
は
、
自
ら
何
等
か
の
危
険
又
は
事
故
即
ち
偶
然
性
の
存
在
を
意
味
 
 

し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
、
保
険
者
は
偶
然
な
る
危
険
な
く
し
て
生
じ
た
る
損
害
又
は
費
用
に
就
て
は
之
を
瘡
保
し
な
い
。
即
ち
、
我
商
 
 

法
に
於
て
も
保
険
者
は
水
党
案
内
料
◎
入
港
相
姦
姦
料
晶
疫
科
長
の
他
船
舶
又
は
積
荷
に
つ
き
航
海
の
た
め
に
出
し
た
る
通
常
の
 
 

費
用
、
並
に
保
険
の
目
的
の
性
質
若
く
は
敢
巧
又
は
そ
の
自
然
の
消
耗
に
因
つ
て
生
じ
た
る
損
害
を
墳
補
す
る
茸
に
任
ぜ
す
と
規
 
 

定
し
て
ゐ
ゐ
（
畑
相
七
條
）
。
 
 三

 
 

共
図
に
於
て
は
保
険
者
の
茸
任
は
古
来
多
く
、
の
判
例
に
依
っ
て
沿
革
↓
産
別
限
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
詳
言
す
れ
ぼ
、
保
険
者
は
我
 
 

闊
並
に
英
米
爾
図
以
外
の
諸
国
に
於
け
る
が
如
く
二
切
の
梅
上
危
険
又
は
航
海
に
関
す
る
専
政
を
塘
供
す
る
を
要
す
る
も
の
に
偽
ら
 
 

す
し
て
、
海
上
固
有
の
危
険
即
ち
海
難
（
P
e
r
ニ
s
O
＝
h
e
s
e
a
s
）
の
み
を
槍
仮
す
べ
く
、
そ
の
他
の
海
上
危
険
（
P
。
r
i
訂
。
。
t
h
。
S
e
a
－
。
r
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ヨ
a
r
i
t
i
ヨ
e
P
e
r
ニ
s
．
）
に
就
て
は
保
険
詮
券
に
列
車
せ
ら
れ
た
る
危
険
の
範
囲
に
於
て
の
み
茸
に
任
す
れ
ぼ
足
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
 
 

ロ
イ
ド
保
険
詮
券
に
於
て
は
左
の
海
上
危
険
を
列
車
し
櫓
供
す
ペ
き
こ
と
を
約
束
し
、
我
国
の
英
文
詮
券
に
於
て
引
受
け
ら
れ
た
る
 
 

危
険
の
種
類
も
亦
同
様
の
文
言
を
以
て
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 
 

T
O
u
C
h
i
コ
ぬ
t
h
e
a
d
く
e
コ
ど
r
e
s
a
コ
d
 
p
2
r
i
l
s
w
h
訂
h
 
w
2
・
t
h
2
a
S
S
u
r
2
－
S
－
a
－
e
 
C
O
コ
t
e
コ
t
2
m
｛
O
 
b
e
a
r
a
コ
d
t
O
｛
a
k
e
u
葛
コ
u
S
芸
 
 
 

t
h
首
v
O
y
a
思
い
t
h
e
y
a
r
e
 
O
f
t
h
e
s
e
a
s
】
ヨ
e
コ
O
f
w
き
f
諸
－
e
コ
e
ヨ
i
e
s
．
p
i
r
a
t
e
s
－
r
O
く
e
r
S
こ
h
i
e
く
e
S
こ
e
t
t
訂
○
コ
S
－
－
e
t
t
e
r
s
O
f
ヨ
a
r
什
 
 
 

a
コ
d
c
O
u
コ
軍
ヨ
a
r
t
－
S
u
r
p
r
許
l
s
こ
a
k
i
コ
甥
a
t
S
e
a
、
a
r
r
e
S
什
s
㌔
e
S
訂
i
コ
t
S
，
a
コ
d
d
e
t
a
ぎ
ヨ
e
コ
t
S
O
f
a
－
1
k
ぎ
写
P
r
i
コ
C
e
S
－
a
コ
d
p
e
O
P
【
e
，
 
 
 

O
f
w
h
a
什
コ
a
t
5
．
コ
ー
〔
○
已
己
○
コ
，
O
r
q
u
a
≡
y
s
O
e
く
e
r
）
b
a
r
r
a
t
r
y
O
ニ
h
e
ヨ
a
S
什
e
r
a
コ
d
ヨ
邑
コ
e
r
S
，
a
コ
d
O
f
a
l
－
○
芳
e
r
p
e
r
ニ
s
二
G
S
S
e
S
－
 
 
 

a
コ
d
ヨ
i
s
訂
r
t
u
コ
e
S
－
t
h
a
什
富
v
e
O
r
S
h
a
l
【
c
O
ヨ
e
t
O
t
h
e
h
u
r
t
－
d
e
t
－
i
ヨ
e
き
O
r
d
a
ヨ
a
笥
O
f
t
h
e
s
a
i
d
笥
O
d
s
，
a
コ
m
ヨ
e
r
（
h
a
コ
・
 
 

d
i
s
e
s
】
a
コ
d
 
s
h
卓
e
ざ
ー
O
r
 
a
コ
y
 
P
a
l
」
〓
h
e
r
e
O
『
．
 
 

四
 
 

右
の
文
言
に
依
っ
て
保
険
者
の
塘
保
し
た
る
危
険
（
P
e
r
ニ
s
訂
u
r
e
d
a
官
コ
S
t
）
は
、
左
の
頭
書
の
標
準
に
従
っ
て
之
を
次
の
如
く
分
 
 

類
す
る
こ
と
鉛
管
（
甜
詣
請
錆
弱
㌍
崇
㌘
）
。
 
 

（
こ
自
然
的
危
険
｛
鳩
上
固
有
如
霞
即
ち
海
難
 
 

（
二
）
被
保
険
船
舶
上
に
於
宮
人
語
危
険
（
桝
員
の
恵
欄
 
 
 

海
誹
及
び
航
海
l
こ
闇
†
ろ
串
故
 
 

（
三
九
）
 
三
九
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



（
四
）
そ
の
他
の
危
険
 

之
を
海
上
固
有
の
危
険
及
び
之
に
近
き
も
の
よ
り
列
車
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
べ
く
、
船
員
の
悪
行
は
海
上
固
有
の
危
険
と
最
も
 
 

縁
遠
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
 
 

第
四
悠
 
 
霹
 
〕
 
兢
 
 

（
三
）
被
保
険
船
舶
外
よ
り
乗
る
人
為
的
危
険
 
 

二
、
火
 
 

災
（
F
訂
）
 
 
 

三
、
投
 
 

荷
（
し
e
琵
s
O
⊃
）
 
 
 

四
、
海
賊
。
盗
戚
及
び
弧
盗
（
P
i
r
a
訂
s
～
R
O
＜
e
r
S
）
T
h
ぎ
e
s
．
）
 

五
、
戟
軍
及
び
欒
軋
め
危
険
（
W
a
r
r
叶
s
k
s
）
 
 
 

六
、
強
留
・
抑
止
。
抑
留
（
碧
「
e
s
t
s
完
e
s
叶
r
a
宣
s
a
コ
m
D
e
押
a
ぎ
ヨ
e
コ
叶
s
．
）
 
 
 

二
海
上
匝
l
有
の
危
険
 
 
 

即
ち
梅
雑
 
 

（
P
e
r
i
l
s
O
f
t
h
e
s
e
a
s
．
）
 
 

貝
 
 

B
 
 

C
 
 

D
 
 

E
 
 

F
l
 
 破

船
又
は
難
破
（
S
h
i
p
w
r
e
c
k
．
）
 
 

沈
没
（
S
i
コ
k
i
コ
讐
F
O
u
コ
d
e
r
i
コ
∽
a
什
S
e
タ
a
コ
d
S
u
b
ヨ
e
r
S
i
O
コ
■
）
 
 

坐
礁
。
膠
沙
及
び
解
礁
（
S
t
r
a
コ
d
i
n
哲
G
r
O
亡
コ
d
i
コ
讐
a
コ
d
↓
O
u
C
h
a
コ
d
笥
．
）
 
 

船
舶
そ
の
他
の
物
と
の
衝
突
（
C
O
≡
s
i
O
コ
ー
O
r
R
u
コ
コ
ぎ
∽
d
O
W
コ
．
）
 
 

其
の
他
風
波
の
異
常
な
る
作
用
（
＜
亘
e
コ
什
a
コ
d
 
i
ヨ
ヨ
e
d
変
e
a
c
t
6
．
コ
O
f
w
≡
d
s
a
コ
d
w
a
v
e
s
．
）
 
 

船
舶
の
行
方
不
明
（
茎
s
s
ぎ
g
 
s
h
官
）
 
 

｛
 
 

海
賊
・
盗
賊
及
び
強
盗
 
 

戦
争
及
び
轡
乱
の
危
険
 
 

親
儲
。
抑
止
。
抑
留
 
 

（
囲
○
）
 
四
〇
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七
、
姶
良
の
恵
行
（
B
a
r
r
a
t
r
y
O
f
m
a
s
什
e
↑
a
コ
d
∃
a
－
i
コ
e
r
S
）
 
 

八
、
其
の
他
の
危
険
へ
≧
－
O
t
h
e
r
 
P
e
r
i
l
s
u
r
O
S
S
2
S
忘
コ
d
萎
s
珊
○
－
t
u
コ
e
S
・
）
 
 

以
下
こ
の
順
序
に
於
て
詮
明
す
る
。
 
 
 

一
、
海
上
固
有
の
危
険
即
ち
海
難
 
 
 

掻
上
固
有
の
危
険
即
ち
海
難
と
は
先
に
述
べ
た
る
が
如
く
梅
の
危
険
（
P
e
r
i
】
s
。
ニ
h
e
s
e
a
）
を
い
ひ
、
海
上
に
於
け
る
危
険
（
P
e
r
ニ
s
 
 

O
コ
t
h
e
s
e
a
）
に
封
立
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
英
国
に
於
て
は
こ
の
二
者
を
峻
別
し
、
海
上
保
険
者
は
原
則
と
し
て
海
難
を
 
 

揖
保
す
べ
く
海
上
危
険
に
就
て
は
特
に
之
を
拾
供
す
べ
き
こ
と
を
約
束
し
た
る
範
囲
に
於
て
の
み
茸
に
任
す
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

海
難
と
は
英
園
路
上
保
険
法
に
依
れ
ば
海
の
偶
然
な
る
事
故
又
は
災
厄
の
み
を
い
ひ
、
風
波
の
通
常
の
作
用
を
包
含
し
な
い
 
 

（
R
。
－
。
S
f
。
r
増
s
貫
什
ぎ
ー
。
而
し
て
、
左
の
如
き
も
の
が
之
に
屈
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 
 

凡
、
破
解
又
は
難
破
（
S
h
首
w
r
e
c
k
）
 
 
 

破
船
又
は
難
破
と
は
船
舶
が
暴
風
雨
に
際
し
て
風
波
の
作
用
に
因
り
胎
鰻
を
破
砕
せ
ら
れ
又
は
握
岸
若
く
は
岩
礁
に
吹
き
つ
け
ら
 
 

〕
 
 

れ
て
大
破
損
を
な
し
た
る
も
の
を
い
ふ
。
而
し
て
、
そ
の
破
損
の
程
度
に
よ
り
三
種
の
場
合
を
生
ゃ
る
（
ぎ
。
暴
露
咋
。
－
。
S
。
r
a
。
。
e
 
 

（
イ
）
船
舶
大
破
し
て
船
舶
と
し
て
の
形
態
を
失
ひ
た
る
場
合
 
 
 

こ
の
場
合
は
絶
剖
全
損
を
概
成
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
委
付
と
い
ふ
特
殊
の
行
雷
を
質
せ
す
し
て
保
険
金
の
全
額
を
請
求
し
得
る
 
 

略
称
及
ひ
晩
海
に
閲
す
ろ
事
故
 
 

（
四
一
）
 
四
一
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の
で
あ
る
。
 
 

（
ヱ
船
舶
大
破
し
た
る
も
賠
舶
と
し
て
の
形
態
を
存
し
、
然
し
修
緒
の
低
値
な
き
場
合
 
 
 

こ
の
場
合
は
絶
封
全
損
を
梼
成
せ
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
委
付
と
い
ふ
特
殊
の
行
焉
を
侠
っ
て
始
め
て
保
険
金
の
全
額
を
請
求
し
 
 

得
る
の
で
あ
る
。
 
 

（
ハ
）
船
舶
大
破
し
た
る
も
庸
修
絆
の
慣
侶
あ
る
場
合
 
 
 

こ
の
場
合
は
全
損
を
構
成
せ
ざ
る
も
の
 

の
で
あ
る
。
 
 

B
、
沈
没
（
S
i
コ
賢
率
「
O
u
コ
d
官
コ
∽
a
t
 
S
e
a
忘
コ
d
 
S
u
b
ヨ
e
邑
○
コ
J
 
 

一一   

）
 
 

沈
没
（
S
i
⊃
k
i
コ
仏
）
と
は
糖
倦
を
水
中
に
液
し
又
は
少
く
言
胎
慣
を
水
面
下
に
渡
せ
し
め
る
も
の
を
い
ふ
（
G
。
〝
詩
r
担
。
S
。
「
。
。
。
。
、
 
 

而
し
て
、
そ
の
沈
下
の
程
度
に
依
り
左
の
三
種
の
場
合
を
生
す
る
。
 
 

（
ィ
）
給
舶
及
び
積
荷
が
淡
海
に
没
し
て
之
を
引
揚
げ
得
ざ
る
状
態
に
あ
る
と
き
 
 

こ
れ
朗
謂
深
渡
宕
。
u
コ
d
e
r
i
コ
芸
旦
の
警
で
雪
て
絶
料
金
損
を
構
成
す
る
も
の
で
雪
ハ
才
髭
昔
 
 

（
ロ
）
船
舶
及
び
積
荷
が
海
底
に
没
し
て
そ
の
引
抜
に
多
額
の
費
周
を
嬰
す
る
と
き
 
 

こ
の
場
合
蜂
絶
封
全
損
を
癖
成
せ
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
箪
に
委
付
の
原
田
を
な
す
に
過
ぎ
な
い
（
署
ポ
埠
）
。
 
 

（
ハ
）
船
舶
及
び
観
荷
が
璃
海
に
没
し
た
る
の
み
で
あ
つ
て
難
破
せ
す
そ
の
引
抜
も
容
易
な
る
と
き
 
 

第
四
怨
 
 
第
一
兢
 
 

（
四
こ
）
 
四
二
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こ
れ
所
謂
隠
資
S
u
b
ヨ
e
r
S
i
O
コ
）
の
場
合
で
あ
つ
て
、
少
く
と
も
賠
舶
に
関
し
て
は
余
技
を
構
成
せ
ず
、
被
保
険
者
は
之
を
引
揚
ぐ
 
 

′
？
そ
の
篤
農
除
者
に
要
し
得
る
の
告
あ
る
（
鰭
㌍
弱
）
。
 
 

沈
没
は
浸
水
よ
玖
も
沈
下
の
線
度
の
甚
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
位
別
の
困
難
な
る
こ
と
が
あ
る
。
英
国
の
判
例
に
見
る
に
、
 
 

議
舶
は
軸
木
を
積
載
し
て
船
尾
の
甲
板
を
水
軒
下
に
渡
し
、
船
首
の
甲
板
及
び
上
甲
板
に
は
浸
水
を
見
す
し
て
辛
じ
て
入
港
し
、
 
 

積
荷
に
は
著
し
き
浸
水
あ
り
た
る
に
於
て
、
斯
く
の
如
き
浸
水
は
沈
没
を
構
成
す
る
や
の
係
争
と
な
つ
た
が
、
英
団
教
判
例
は
之
を
以
 
 

て
未
だ
免
責
歩
合
約
款
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
沈
没
に
あ
ら
ず
と
判
決
し
た
（
B
r
y
a
コ
ー
a
コ
d
青
野
d
。
コ
㌢
コ
C
e
、
）
。
 
 

C
、
坐
準
S
t
r
a
コ
d
i
コ
巴
⑳
膠
抄
（
G
r
。
u
コ
d
i
コ
已
及
び
鯛
碓
（
T
O
u
n
h
a
。
d
芝
 
 
 

生
礁
と
は
船
舶
が
岩
礁
そ
の
他
の
藍
牢
な
る
物
に
飛
上
げ
固
定
し
て
進
行
を
妨
げ
ら
れ
、
短
時
間
内
に
浮
出
づ
る
こ
と
を
得
な
い
 
 

状
態
忙
あ
る
も
の
を
い
ふ
。
若
し
拾
舶
の
飛
上
げ
た
る
筒
研
が
堅
牢
な
る
物
の
上
に
あ
ら
す
し
て
砂
地
。
泥
界
又
は
躇
瀬
の
如
き
朗
 
 

で
あ
つ
た
禦
［
1
に
は
之
を
膠
沙
と
い
ひ
、
ス
エ
ズ
㌔
ハ
ナ
マ
そ
の
他
の
運
河
、
海
港
又
は
河
港
並
に
水
洗
に
干
満
潮
の
差
あ
る
河
川
に
 
 

於
て
の
乗
上
げ
は
そ
の
通
例
で
あ
る
。
叉
た
と
へ
堅
牢
な
る
物
の
上
に
飛
上
げ
た
る
も
、
直
ち
に
自
力
を
以
て
浮
出
で
或
は
単
に
之
 
 

′
に
解
れ
た
る
に
過
ぎ
な
い
警
に
は
之
晶
礁
と
唱
へ
る
（
ぎ
諸
。
鍔
S
亡
r
。
。
。
。
）
。
而
し
て
、
慧
㌣
庭
沙
及
び
豊
と
は
之
 
 

を
峻
別
す
べ
き
必
要
の
あ
る
こ
と
が
あ
る
っ
殊
に
苑
茸
歩
合
約
款
及
び
伶
敦
約
款
の
解
繹
上
に
於
て
そ
の
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

坐
礁
と
燭
礁
と
は
給
舶
の
釆
上
げ
た
る
田
所
に
於
て
相
違
せ
す
し
て
胎
胎
の
進
行
が
阻
止
せ
ら
れ
た
り
や
否
や
に
於
て
置
別
せ
ら
 
 

れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
識
別
の
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
が
あ
る
。
之
を
英
国
の
判
例
に
敬
す
る
に
、
船
舶
が
十
五
分
間
乃
至
二
十
分
間
 
 

（
望
一
）
 
望
一
 
 
 

特
級
及
び
脱
顔
l
＝
瓢
†
ろ
事
故
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弟
西
巻
 
第
一
戟
 
 

（
四
四
）
 
四
四
 
 

そ
の
進
行
を
妨
げ
ら
れ
た
る
に
於
て
坐
礁
な
り
と
判
登
ら
れ
（
B
。
k
e
r
く
・
T
。
W
r
y
÷
叫
分
牛
の
停
止
に
於
て
胸
椎
に
過
ぎ
す
と
判
 
】
0
0
l
P
、
 
 

登
ら
れ
て
ゐ
る
（
閑
話
川
㌍
録
㍑
…
増
野
l
0
0
l
J
。
 
 
 

坐
礁
と
膠
沙
と
は
そ
の
飛
上
げ
た
る
場
所
に
於
て
相
違
す
る
。
而
し
て
、
坐
礁
に
於
て
は
船
底
を
破
壊
し
破
胎
に
至
る
の
危
険
を
 
 

伴
う
け
れ
ど
も
、
膠
沙
に
於
て
は
概
し
て
斯
く
の
如
き
危
険
を
件
は
ぎ
る
の
み
な
ら
す
事
故
に
基
か
ゃ
し
て
生
す
る
場
合
も
砂
か
ら
 
 

す
あ
る
。
船
舶
が
河
川
港
薦
に
於
て
潮
の
干
満
の
関
係
よ
り
残
す
膠
沙
又
は
坐
洲
は
そ
の
適
例
で
あ
つ
て
、
大
抵
の
場
合
に
於
て
海
 
 

難
に
も
航
海
に
攣
る
葛
故
に
も
属
せ
す
し
て
保
険
者
に
於
て
槍
保
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
（
m
塁
厚
相
）
。
之
を
英
国
の
判
例
に
 
 

徴
す
る
も
、
血
糖
舶
が
河
港
に
投
恋
申
そ
の
干
潮
に
於
て
岩
床
に
乗
上
げ
、
そ
の
衆
潮
に
際
し
て
は
河
床
に
著
し
き
隆
起
を
生
じ
た
 
 

る
が
た
め
に
船
底
を
敷
皮
之
に
激
衝
し
造
に
之
を
破
損
し
た
る
に
於
て
、
海
難
に
因
る
損
害
な
り
と
判
決
せ
ら
れ
た
る
こ
と
あ
る
も
 
 

（
。
－
。
t
。
h
が
聖
。
筈
）
、
こ
れ
河
床
の
隆
起
を
以
て
偶
然
の
事
故
と
認
め
ら
れ
た
が
た
め
で
雪
て
、
こ
の
義
仲
を
除
い
て
は
干
満
 
 

潮
の
閲
讐
り
生
す
星
礁
は
原
則
と
し
て
保
険
者
の
暗
促
す
ペ
き
限
に
あ
ら
サ
と
判
登
ら
れ
て
ゐ
る
（
言
。
」
S
封
鮎
。
t
t
e
ヨ
e
r
、
 
 

K
ぎ
笥
巾
O
r
m
く
・
三
a
r
s
h
a
ニ
ン
）
 
 
 
 
 
】
0
0
u
N
．
 
 
 
＼
 
 

益
礁
又
は
膠
沙
は
自
然
的
危
険
に
基
い
て
生
す
る
こ
と
あ
り
或
は
海
賊
若
く
は
敵
艦
の
食
指
そ
の
他
切
迫
せ
る
危
険
を
免
れ
ん
が
 
 

た
め
に
任
意
に
残
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
絹
者
は
海
難
に
属
し
後
者
は
共
同
梅
損
と
し
て
保
険
者
之
を
培
供
す
る
の
を
普
通
と
す
る
 
 

D
、
船
舶
其
他
り
物
ビ
の
衝
突
（
n
O
≡
s
i
O
コ
も
r
R
u
コ
コ
ぎ
仏
d
O
W
コ
）
 
 

衝
突
と
は
之
を
狭
義
に
於
て
は
胎
舶
と
船
舶
と
の
衝
突
を
い
ひ
、
衝
突
約
款
及
び
倫
敦
約
款
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
衝
突
は
之
を
指
し
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我
商
法
六
五
〇
條
の
規
定
す
る
衝
突
も
亦
然
り
で
あ
る
。
之
を
炭
養
に
於
て
は
船
舶
と
給
舶
と
の
衝
突
の
み
な
ら
す
、
船
舶
が
桟
橋
 
 

防
波
填
◎
流
氷
又
は
浮
流
水
笛
と
な
す
衝
突
を
も
之
に
包
含
せ
し
め
る
。
 
 
 

衝
突
は
風
波
の
作
用
の
如
き
不
可
抗
力
に
因
つ
て
生
す
る
こ
と
あ
り
、
或
は
船
員
の
過
失
怠
慢
に
因
っ
て
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
而
 
 

し
て
、
そ
の
何
れ
た
る
を
間
は
す
海
難
に
廃
す
る
も
の
と
し
て
保
障
者
に
於
て
楯
保
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
之
を
英
国
の
判
例
に
放
す
 
 

る
も
、
議
舶
が
他
胎
と
衝
突
し
両
者
に
過
失
な
か
り
し
と
き
に
於
て
海
難
に
因
計
害
育
と
判
決
せ
ら
れ
（
B
。
＝
e
J
酢
牒
。
r
、
）
 
 

他
胎
の
葦
過
失
に
因
つ
て
衝
突
し
鷺
と
き
に
於
て
も
亦
海
難
育
と
判
登
ら
れ
て
ゐ
る
（
S
蔓
－
－
乾
皇
）
。
而
し
て
、
両
船
の
 
 

過
失
に
因
つ
て
衝
突
し
た
る
場
合
及
び
被
保
険
船
舶
・
の
過
失
又
は
そ
の
船
員
の
悪
行
に
因
つ
て
為
し
た
る
衝
突
の
場
合
に
就
て
は
判
 
 

例
を
紋
ぐ
も
、
共
闘
海
上
恍
除
法
五
十
五
條
二
項
廟
耽
の
規
小
社
に
照
し
て
海
難
に
直
接
原
囚
す
る
も
の
な
り
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
 
 

（
。
m
髭
山
）
。
 
 

．
保
険
せ
ら
れ
た
る
折
舶
が
船
長
の
過
失
に
凶
っ
て
他
胎
と
衝
突
し
、
被
保
険
者
が
損
害
の
賠
償
む
焦
す
こ
と
に
囚
っ
て
被
り
た
る
 
 

損
害
は
海
難
に
も
海
上
危
険
に
も
直
接
原
因
せ
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
特
約
な
け
れ
ば
保
険
者
に
責
任
な
し
ぐ
 
 

E
、
其
の
他
風
汲
り
異
常
な
る
作
用
（
く
…
O
l
e
コ
叶
彗
d
 
i
∃
∃
e
d
i
a
什
e
 
a
c
t
i
O
コ
○
¶
w
i
コ
d
e
s
 
a
コ
d
 
w
a
く
e
S
・
）
 
 
 

以
上
列
拳
訟
明
し
た
る
破
酔
◎
沈
没
◎
坐
礁
。
衝
突
は
暴
風
◎
饗
管
濃
彩
等
風
波
の
異
常
な
る
作
用
に
因
る
も
の
な
る
が
、
そ
の
他
海
 
 

難
の
粒
類
は
枚
蓼
に
追
が
な
い
。
帆
。
帆
衆
の
破
損
、
帆
鰭
の
挫
折
、
綱
具
◎
錨
。
舵
機
の
更
欠
、
税
荷
の
濡
損
、
甲
板
横
々
荷
の
波
 
 

放
と
雑
も
風
波
の
異
常
な
る
活
動
に
因
る
も
の
な
ら
ば
海
難
と
し
て
保
険
者
に
於
て
塘
供
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
唯
鼓
に
注
意
す
べ
 
 

特
赦
及
び
航
悔
に
関
す
る
事
故
 
 

（
四
玉
）
 
四
五
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第
四
億
 
第
一
躾
 
 

（
望
ハ
）
 
望
ハ
 
 

き
こ
と
は
風
波
の
異
常
な
る
活
動
に
因
る
瞳
雑
の
損
害
と
そ
の
他
の
原
因
に
依
る
も
の
と
の
区
別
で
あ
る
。
蓋
し
†
船
舶
が
航
湛
を
 
 

な
す
に
於
て
は
船
醍
及
び
庵
装
用
具
は
風
波
の
通
常
の
作
用
に
因
り
多
少
腐
蝕
磨
滅
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
所
謂
普
通
の
磨
滅
蹟
 
 

（
O
r
d
i
コ
a
r
y
W
2
a
r
a
コ
d
t
e
a
－
）
は
海
雑
で
は
な
い
。
梢
荷
に
於
て
も
そ
の
性
質
上
或
る
物
は
漏
洩
す
べ
く
或
る
物
は
破
損
す
べ
く
、
こ
 
 

の
通
常
の
漏
洩
破
損
（
O
r
d
i
コ
a
r
y
訂
a
k
a
g
2
a
コ
ロ
b
「
2
a
k
a
邑
は
海
難
で
は
な
い
。
積
荷
の
濡
損
及
び
濡
損
に
因
つ
て
生
す
る
腐
敗
又
は
 
 

醗
酵
は
海
難
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
租
荷
の
僻
敗
又
は
轍
膵
が
海
水
の
浸
入
等
に
因
ら
す
し
て
生
じ
た
る
と
き
に
は
そ
の
間
有
の
性
質
 
 

（
要
。
r
e
＝
t
く
i
n
。
。
「
。
。
t
u
r
e
）
に
因
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
綱
具
又
は
甲
板
稜
々
荷
が
風
浪
に
綾
は
れ
る
こ
と
に
因
つ
て
生
す
る
所
謂
 
 

波
準
w
各
点
○
く
だ
r
b
O
a
r
d
）
も
海
難
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
甲
板
積
が
商
慣
習
に
反
す
る
場
合
鱒
は
積
荷
に
閲
し
て
堪
航
の
傑
件
を
炊
 
 

ぐ
も
の
と
し
て
保
険
者
の
培
保
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
 
 

F
、
船
舶
の
行
方
不
明
（
M
i
s
s
ぎ
n
 
s
h
亘
 
 

船
舶
の
行
方
が
不
明
警
と
き
に
は
、
英
園
に
於
て
は
業
窪
に
因
つ
て
沈
沈
し
た
る
も
の
と
推
霊
ら
れ
ゑ
指
詣
熊
y
少
 
 

E
要
事
誓
腎
貰
鼻
）
。
然
し
、
斯
く
の
如
き
推
誓
r
e
s
豆
i
で
巾
亘
は
戦
時
に
警
殊
に
敵
の
出
没
す
る
孟
で
船
 
 

舶
が
失
踪
し
た
る
と
き
に
於
て
正
鶴
を
得
ざ
る
如
く
思
は
れ
、
欧
洲
大
戦
の
時
に
於
て
特
に
然
り
と
し
冤
さ
れ
ば
、
常
時
英
闊
裁
 
 

判
所
は
多
く
の
新
判
例
を
以
て
こ
の
推
定
の
原
則
は
載
率
危
険
が
損
害
の
虞
の
原
因
で
あ
る
ら
し
い
と
い
ふ
反
封
の
寄
由
に
依
り
婁
 
 

し
得
る
も
の
と
し
た
。
例
へ
ば
潜
水
艦
が
航
路
に
於
て
出
没
し
、
他
の
船
舶
が
無
警
告
に
之
に
撃
沈
せ
ら
れ
た
る
番
寛
が
あ
り
、
或
 
 

は
航
路
が
永
富
敷
設
区
域
に
普
少
、
廃
梅
親
閲
中
に
於
て
全
然
除
患
な
る
天
候
が
な
か
つ
た
や
う
な
と
き
陀
於
て
は
、
失
踪
胎
は
哉
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寧
危
険
に
因
っ
て
滅
失
し
た
る
も
の
誉
り
と
判
登
ら
れ
又
m
報
㌍
露
指
謂
紺
e
㌶
山
こ
。
 
 
 

船
舶
の
行
方
が
叫
先
の
期
間
例
．
へ
ぼ
我
商
法
k
放
て
は
六
倍
月
間
知
れ
ざ
る
と
き
に
は
、
英
図
海
上
保
険
法
に
於
て
は
絶
封
全
損
 
 

㌃
構
成
す
る
も
の
と
看
倣
さ
れ
、
我
商
法
k
於
て
鱒
委
付
の
原
因
差
す
（
諸
詫
仙
．
媚
濯
空
條
）
。
 
 

二
、
火
 
 

炎
（
F
i
－
2
）
 
 
 

火
災
は
坐
礁
。
沈
没
◎
衝
突
と
異
な
り
捧
難
に
属
せ
ざ
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
等
の
危
険
と
共
に
最
も
普
通
な
る
海
上
危
険
 
 

の
一
種
で
あ
る
。
而
し
七
、
火
災
は
落
雷
の
如
き
天
災
に
基
い
て
生
す
る
こ
と
あ
り
、
或
は
戦
争
危
険
に
基
く
こ
と
あ
り
、
或
は
船
 
 

員
の
過
失
怠
慢
及
び
悪
行
の
結
果
た
る
こ
と
あ
り
、
或
は
税
荷
の
自
然
畿
火
に
由
衆
す
る
等
火
災
の
原
因
に
就
て
は
種
々
あ
る
も
、
 
 

保
険
者
違
約
な
き
限
り
何
れ
の
火
災
む
も
槍
供
す
る
（
m
塁
群
小
0
0
騨
．
声
）
。
更
に
駄
焼
の
損
害
の
み
な
ら
す
、
火
熱
。
響
臭
気
 
 

若
く
は
消
防
に
用
ゐ
た
る
水
等
に
因
つ
て
残
さ
れ
た
る
損
害
も
火
災
類
似
の
危
険
に
凶
る
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
詣
。
鞘
「
－
）
。
 
 
 

地
歴
に
基
く
火
災
は
火
災
保
険
者
通
常
之
を
拾
供
し
な
い
け
れ
ど
も
、
海
上
保
険
に
於
て
鱒
之
を
槍
保
す
る
の
を
普
通
と
す
る
。
 
 

詳
言
す
れ
ば
、
海
上
保
険
者
が
海
岸
危
険
（
S
h
O
r
e
r
資
）
を
塘
保
し
た
る
場
合
に
於
て
税
荷
が
埠
頭
。
河
岸
若
く
は
倉
庫
内
に
於
て
被
 
 

る
憲
火
災
に
勤
し
て
貴
に
任
す
る
。
 
 
 

≡
、
投
 
 

荷
（
L
e
t
什
i
s
O
コ
）
、
但
し
各
栢
の
腐
装
用
其
の
切
断
及
び
投
究
（
n
u
t
t
言
。
「
C
a
S
彗
g
a
w
a
y
。
【
ヨ
a
S
t
明
－
葛
a
r
S
、
r
i
キ
 
 

鼠
コ
管
∽
a
ニ
s
も
「
。
‥
h
四
二
彗
つ
誉
「
e
し
を
包
含
す
。
 
 

韓
難
及
び
航
海
に
関
†
る
事
故
 
 

（
四
七
）
 
四
七
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笥
四
懸
 
第
】
 
張
 
 

（
四
八
）
 
四
八
 
 
 

邦
語
に
於
て
投
荷
又
は
打
荷
と
い
ふ
と
き
に
は
積
荷
の
担
架
の
み
を
指
す
如
き
も
、
玄
に
所
謂
投
荷
（
L
e
t
芽
6
コ
）
と
は
帆
又
は
帆
楢
 
 

の
切
断
、
綱
糞
他
の
塵
装
用
具
姦
外
咋
投
薬
す
る
三
富
包
含
す
る
（
。
h
i
≡
。
S
u
紺
。
＝
。
S
。
r
a
宍
e
仙
）
。
而
し
て
這
荷
と
は
 
 

共
同
海
抗
上
の
用
語
な
る
が
故
に
共
同
海
損
成
立
の
要
件
に
合
致
し
て
為
さ
れ
た
る
投
荷
に
あ
ら
す
ん
ば
韮
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
投
荷
 
 

で
は
な
い
（
犯
鴇
野
絹
摘
録
絹
s
㌔
諏
郎
・
）
。
従
っ
て
、
左
の
如
き
投
荷
は
共
同
海
福
と
し
て
も
成
立
せ
ず
且
つ
保
険
者
の
 
 

安
住
に
も
属
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

㈲
投
荷
の
必
宴
が
海
難
に
基
か
す
し
て
杭
荷
の
性
質
に
基
き
自
然
恐
火
等
の
危
険
あ
る
が
た
め
な
る
と
き
 
 

勒
甲
板
積
々
荷
の
投
薬
 
 
 

但
し
甲
板
積
の
慣
習
あ
る
場
合
に
は
こ
の
限
り
に
あ
ら
す
と
せ
ら
る
ゝ
を
以
て
、
硫
酸
義
持
そ
の
他
可
熱
性
響
開
等
の
如
く
甲
 
 
 

板
．
兢
を
適
富
と
す
る
も
の
並
に
澹
岸
の
小
航
海
に
於
て
は
町
税
繍
の
投
荷
と
雄
も
共
同
海
損
の
成
立
を
見
る
ペ
く
、
保
険
者
も
 
 
 

之
義
侠
す
る
（
網
那
野
郎
和
郎
輿
薫
）
。
 
 
 

右
の
如
く
海
上
保
険
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
投
荷
は
共
同
海
技
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
授
荷
と
同
義
で
あ
る
。
而
し
て
、
共
闘
に
於
て
は
共
 
 

同
海
損
を
成
立
せ
し
む
べ
き
投
荷
に
あ
ら
す
ん
ば
、
他
に
反
封
の
特
約
な
き
限
り
原
則
と
し
て
保
険
者
に
於
て
亦
槍
保
す
る
を
要
し
 
 

な
い
の
で
あ
る
。
然
し
、
之
は
同
園
に
於
て
は
保
険
者
の
略
保
の
範
囲
を
原
則
と
し
て
海
難
に
限
り
焼
く
海
上
危
険
に
及
ぼ
さ
ゞ
る
 
 

に
由
水
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
国
を
始
め
蘭
除
の
諮
問
に
於
て
は
同
様
に
解
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
蓋
し
、
共
同
溶
接
の
成
立
 
 

要
件
を
具
備
せ
ざ
る
場
合
に
馬
さ
れ
た
る
投
荷
と
雄
も
醇
上
危
険
又
は
航
海
に
関
す
る
事
故
と
柄
す
べ
く
、
叉
商
慣
習
に
適
せ
ざ
る
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四
、
海
賊
盗
賊
及
び
強
襲
P
i
r
a
t
e
s
完
撃
取
J
h
i
e
く
e
S
－
）
 
 
 

海
賊
は
往
時
路
上
を
横
行
し
た
る
を
以
て
こ
の
願
の
危
険
は
梅
上
危
険
の
主
要
な
る
も
の
で
あ
り
、
海
難
に
屈
す
る
と
さ
へ
も
考
 
 

へ
ら
れ
誓
程
で
あ
る
（
G
皇
蛸
u
蓑
言
し
て
、
船
舶
積
荷
に
し
て
梅
威
の
略
奪
に
遭
ふ
宜
の
甚
だ
多
か
つ
監
ら
 
 

海
上
保
険
の
必
宴
を
喚
起
し
、
そ
の
牽
達
を
促
し
た
の
で
あ
る
が
今
日
に
於
て
は
海
賊
の
危
険
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
 
 
 

海
賊
（
P
蔓
e
s
）
と
云
へ
ぼ
普
通
直
ち
に
海
賊
酔
を
想
像
す
る
け
れ
ど
も
、
英
国
に
於
て
は
船
客
又
は
船
員
中
に
交
っ
て
乗
込
め
る
 
 

恵
徒
及
び
陸
警
り
聾
す
る
暴
徒
を
も
海
賊
と
見
て
ゐ
る
（
R
。
堅
。
が
づ
s
蔓
i
。
。
－
）
。
之
を
英
囲
の
判
例
に
敬
す
る
も
、
叫
胎
 
 

ク
リ
l
 
 

舶
は
支
那
の
苦
力
を
乗
船
せ
し
め
て
智
利
に
翰
遺
せ
ん
と
し
た
が
彼
等
は
船
長
及
び
船
員
を
殺
教
し
て
船
舶
を
略
奪
し
た
る
に
於
て
 
 

海
賊
の
損
害
育
と
判
登
ら
れ
て
ゐ
る
（
亘
。
1
】
酢
粕
叫
ヨ
e
J
這
小
警
積
載
し
ね
る
胎
舶
が
愛
蔚
の
沿
岸
に
於
て
磯
餓
に
瀕
 
 

せ
る
暴
民
に
襲
は
れ
、
彼
等
は
船
舶
を
占
有
し
之
を
坐
礁
せ
し
め
、
且
つ
小
穿
を
安
倍
に
弧
賛
せ
し
め
た
る
に
於
て
、
海
賊
の
損
害
 
 

育
と
判
登
ら
れ
て
ゐ
る
（
N
e
s
b
i
幣
h
i
普
）
。
 
 
 

盗
賊
（
R
。
壱
S
）
と
は
海
上
保
険
に
於
て
は
海
賊
と
同
義
に
解
せ
ら
れ
、
之
を
沿
革
に
微
す
れ
ぼ
特
殊
の
地
方
に
出
没
す
る
海
賊
殊
 
 

に
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
海
賊
及
び
ア
ラ
ビ
ヤ
の
海
賊
を
盗
飯
と
科
し
た
る
こ
と
あ
る
た
め
、
保
険
者
が
こ
の
危
険
を
捻
保
す
べ
き
こ
と
を
 
 

明
瞭
な
ら
し
め
る
目
的
か
ら
盗
攣
ふ
語
が
振
賊
て
ふ
恕
と
慧
で
保
険
謹
券
に
表
誓
れ
る
に
至
つ
た
の
で
空
ハ
叩
㌘
）
。
弛
 
 

事
雛
及
び
航
渾
l
ニ
闊
す
名
事
故
 
 

（
四
九
）
 
四
九
 
 
 

甲
板
積
と
郎
も
荷
主
の
同
意
を
得
ず
ん
に
 
 

す
る
も
の
な
れ
ば
、
そ
の
投
荷
も
亦
航
海
 
 
が
勝
手
に
残
し
た
る
限
り
に
於
て
は
、
被
保
険
者
の
側
よ
り
見
て
不
可
抗
力
に
原
因
 
 
 

ブ
る
事
故
と
し
て
保
険
者
の
拾
供
す
べ
き
脆
園
に
屈
す
る
。
 
 

′
ぶ
〆
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（
五
〇
）
 
五
〇
 
 

筋
四
螢
 
第
一
航
 
 

撃
碧
＜
e
S
）
も
亦
暴
力
を
用
ゐ
て
財
物
患
奪
す
る
者
を
指
し
窃
盗
（
C
－
a
コ
d
e
s
－
亘
h
e
f
t
）
音
差
い
（
R
。
l
。
S
f
。
㌔
。
S
蔓
ぎ
）
 
 

米
団
の
保
険
詮
券
中
に
は
之
を
明
瞭
な
ら
し
む
る
た
め
襲
撃
す
る
強
盗
（
芽
a
l
富
t
官
く
だ
S
）
て
ふ
語
を
周
ゐ
る
も
の
が
抄
く
な
い
 
 

（
甜
㍍
矩
㌧
㌘
0
0
．
）
。
 
 
 

か
く
て
、
昇
米
開
閉
に
於
て
は
保
険
者
は
窃
盗
の
危
険
を
揖
保
し
な
い
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
窃
盗
は
拾
主
又
は
哲
員
の
 
 

注
意
の
欠
快
よ
り
生
す
る
損
寄
と
見
て
保
険
者
の
塘
供
す
ペ
き
性
質
の
も
の
で
な
い
と
せ
ら
る
1
に
あ
る
。
然
る
に
欧
洲
犬
蔵
以
後
 
 

に
於
て
は
窃
盗
の
危
険
殊
に
遅
速
申
積
荷
が
不
知
不
識
の
中
に
紛
失
す
る
こ
と
が
甚
だ
多
か
っ
た
か
ら
、
保
険
者
に
於
て
も
割
増
保
 
 

険
料
の
支
彿
を
受
け
て
窃
盗
及
び
不
渡
し
の
危
野
↑
ト
e
ぎ
p
i
－
－
e
r
蓋
a
コ
d
コ
○
コ
童
壱
y
）
を
培
供
す
る
に
至
つ
ね
。
之
に
関
す
る
槙
 
 

準
約
款
に
左
記
二
拉
の
も
の
が
あ
る
（
】
コ
S
t
i
富
T
h
e
f
t
－
P
芽
a
笥
a
コ
d
N
。
コ
・
d
e
【
看
y
。
－
a
。
S
。
）
。
 
 
 

（
a
二
〓
s
h
e
r
e
ト
y
a
慧
2
日
－
ト
監
t
ト
訂
P
O
芳
y
n
O
く
だ
－
S
－
ト
e
r
i
〔
言
ニ
h
2
叫
t
a
コ
d
盲
P
i
蚕
a
笥
i
－
－
e
S
p
e
C
旨
2
0
f
p
e
－
n
e
コ
倉
e
b
u
t
 
 
 

リ
コ
d
e
r
w
r
i
t
e
－
S
こ
蔓
＝
y
三
2
S
p
e
n
－
O
f
a
コ
y
笥
O
J
s
s
0
1
0
S
t
コ
○
ニ
O
e
X
C
e
e
d
－
ト
e
ギ
s
h
昔
コ
害
r
i
コ
S
u
r
e
d
く
a
－
u
e
w
h
i
c
h
e
く
e
ニ
s
 
 
 

毒
e
s
ヨ
a
ニ
e
r
●
 
コ
0
1
誉
i
－
i
－
y
f
O
r
す
s
～
｛
O
a
t
－
a
合
h
e
r
e
什
○
呈
e
s
s
コ
O
t
i
（
2
0
＝
u
r
く
e
y
ト
a
s
 
b
e
e
⊃
写
2
コ
t
O
U
コ
d
e
r
w
－
i
t
e
－
S
．
 
 
 

葺
e
n
t
s
w
i
t
h
i
コ
】
O
d
a
y
s
O
〓
h
e
e
x
p
i
r
叱
0
ご
i
s
k
弓
d
e
ニ
h
e
P
O
ニ
。
y
・
 
 
 

（
b
）
l
二
s
h
e
－
e
b
y
a
讐
e
e
d
．
t
ト
a
＝
ト
i
s
P
O
＝
c
y
c
G
く
e
－
S
t
ト
e
－
i
s
k
O
f
コ
○
コ
一
口
2
日
壱
y
f
O
－
W
h
l
C
h
t
h
e
家
宣
i
t
y
O
＝
h
e
S
h
i
p
O
W
コ
e
r
 
 
 

O
：
き
e
r
n
a
r
r
i
e
二
s
〓
ヨ
書
風
二
e
d
宍
e
d
O
r
コ
e
旦
ぎ
J
茸
－
ト
e
C
O
コ
訂
c
t
O
叫
C
a
－
ユ
a
笥
b
y
r
2
a
S
O
⊃
○
＝
h
e
く
a
ど
e
O
＝
h
e
 
 
 

笥
d
s
b
u
t
U
コ
旨
w
ユ
I
e
－
S
こ
宣
1
Ⅰ
百
三
ー
2
S
2
e
C
－
○
州
a
コ
y
笥
d
s
s
O
蔓
邑
t
O
e
只
2
2
d
t
h
e
i
－
S
h
署
コ
n
O
－
i
コ
S
u
r
2
d
く
a
l
u
e
 
 

w
h
首
h
e
＜
e
r
 
i
s
 
t
h
e
 
s
ヨ
a
ニ
e
r
．
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我
国
の
．
梅
上
保
険
和
文
詮
券
に
於
て
は
窃
盗
の
危
険
を
槍
供
せ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
海
賊
よ
り
被
る
拭
審
に
勤
し
て
も
填
補
の
賛
 
 

に
任
ぜ
ざ
る
旨
を
規
定
L
て
ゐ
る
（
鵬
購
餉
㌍
渦
紺
讐
離
蒜
及
笠
肇
）
。
 
 

五
、
戦
軍
及
び
縫
胤
の
危
険
（
W
a
r
も
㌢
一
s
O
r
W
a
r
ユ
s
k
s
）
 
 

戦
争
危
険
は
戦
時
に
於
て
は
鯨
上
危
険
中
の
汲
も
著
し
い
も
の
で
あ
り
、
ロ
イ
ド
詮
券
に
於
て
は
軍
艦
（
君
コ
・
〇
f
・
W
a
「
）
公
敵
 
 

（
E
コ
e
ヨ
許
）
捕
獲
免
許
状
（
「
e
替
。
ご
三
a
註
望
d
n
。
u
コ
百
ヨ
a
r
t
）
報
復
（
R
e
p
r
i
s
a
l
s
）
舎
摘
（
↓
a
k
i
コ
甥
a
t
S
e
a
）
の
語
を
以
て
之
を
塘
保
L
 
 

て
■
ゐ
J
る
。
而
L
て
ハ
是
等
の
語
は
往
時
に
於
て
海
上
に
存
し
た
る
鼓
軍
危
険
を
列
車
L
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
に
於
て
は
著
し
 
 

く
陳
腐
に
な
つ
て
ゐ
る
。
例
へ
ぼ
捕
獲
免
許
状
の
危
険
は
私
胎
（
P
r
ぎ
t
e
e
こ
と
弼
し
て
私
有
の
商
船
が
武
装
し
国
王
よ
り
冤
許
状
盈
 
 

受
け
て
敵
国
の
商
般
の
捕
獲
を
な
し
た
る
時
代
に
存
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ニ
八
草
ハ
年
巴
男
億
約
に
依
り
此
の
免
許
状
の
交
付
を
 
 

禁
止
し
て
以
釆
全
く
そ
の
跡
を
解
っ
て
ゐ
る
。
他
方
に
放
て
、
交
戦
圃
が
海
戦
上
攻
撃
の
目
的
に
使
用
す
る
武
器
は
著
し
く
進
歩
し
 
 

た
か
ら
、
軍
艦
て
ふ
語
は
之
を
靡
く
解
し
て
戦
闘
響
巡
洋
艦
。
潜
水
艦
等
の
み
な
ら
す
、
航
基
響
魚
形
水
管
浮
流
水
雷
そ
の
他
海
 
 

戦
に
使
用
す
る
扇
の
新
式
装
置
を
包
含
す
る
も
の
と
解
す
る
必
要
が
あ
畠
で
あ
ら
う
（
絹
鞘
r
・
）
。
 
 
 

哉
寧
危
険
は
往
時
に
於
て
は
常
時
の
危
険
で
あ
つ
た
か
ら
保
険
者
は
之
を
冶
保
す
る
の
を
普
通
と
し
た
が
、
今
日
に
於
て
は
戦
争
 
 

は
稀
に
起
る
硯
象
で
あ
り
、
従
っ
て
戦
争
危
険
は
非
常
時
の
危
険
と
化
し
た
。
而
し
て
、
そ
の
壷
勃
後
す
る
や
そ
の
危
険
の
鷹
大
 
 

な
る
こ
と
は
昔
日
の
比
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
、
何
れ
の
図
の
保
険
者
に
於
て
も
概
し
て
之
む
瘡
保
す
る
を
欲
せ
ざ
る
に
至
っ
た
。
即
 
 

ち
、
保
険
鐙
券
に
左
の
約
款
を
挿
入
し
て
哉
寧
危
険
を
揖
保
せ
ざ
る
こ
と
を
特
約
す
る
。
之
を
戦
時
危
険
除
外
約
款
（
F
．
C
．
P
S
．
 
 

特
殊
及
び
統
浮
に
関
す
る
軍
政
 
 

（
五
一
）
 
玉
一
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



∩
訂
u
s
川
＝
F
r
e
e
冨
∋
n
a
P
ど
r
e
a
コ
d
S
e
訂
u
r
e
C
訂
u
s
e
）
と
い
ふ
。
 
 
 

で
W
a
－
－
a
コ
什
e
d
f
r
e
2
0
”
c
名
君
2
、
S
2
ぎ
r
e
a
コ
J
d
2
t
e
コ
t
一
〇
コ
，
a
コ
d
c
O
コ
S
e
q
u
e
コ
C
e
S
t
h
e
－
e
O
f
〉
 
○
－
a
コ
y
 
a
t
t
2
ヨ
P
＝
h
2
r
2
a
什
・
P
計
n
y
 
 
 

e
x
c
e
p
け
2
d
－
a
コ
m
a
－
s
O
f
－
○
ヨ
a
l
【
c
O
コ
S
e
q
莞
コ
C
e
S
O
f
h
O
S
t
＝
i
e
s
O
r
W
a
ユ
話
O
P
2
－
a
t
仙
○
コ
S
－
W
h
2
t
J
2
－
訂
首
e
O
r
a
君
r
d
2
∩
訂
邑
州
○
コ
O
f
 
 

w
a
r
．
ニ
 
 

こ
の
約
款
の
意
昧
に
就
て
は
英
国
に
於
て
鶏
多
の
判
例
が
あ
る
が
、
鼓
に
は
左
記
の
諸
鮎
に
就
て
詮
明
し
て
置
く
。
 
 

㈲
令
捕
（
n
a
p
t
u
r
e
a
コ
乱
s
e
宮
r
e
‥
七
ふ
語
は
普
通
園
際
法
に
於
て
用
ゐ
ら
る
～
洩
の
で
あ
り
、
軍
艦
が
商
給
を
舎
捕
す
る
た
め
に
は
 
 
 

停
船
。
臨
検
や
引
致
等
の
血
定
の
形
式
に
従
っ
て
為
さ
る
1
も
の
な
る
が
、
醇
上
保
険
元
於
て
は
舎
捕
が
国
際
法
上
合
法
的
に
為
さ
 
 

れ
た
る
か
香
か
ば
之
を
開
は
な
い
違
法
の
舎
捕
に
勤
し
て
も
保
険
者
は
F
．
C
．
宗
約
款
に
依
っ
て
烹
任
を
免
れ
る
（
宇
陀
。
せ
 
 

嘲
n
a
p
ど
r
e
と
は
通
常
戦
時
に
於
て
軍
艦
（
3
e
コ
・
q
F
・
W
a
r
）
公
敵
（
E
コ
e
ヨ
i
e
s
）
又
は
私
給
（
「
e
t
す
。
叫
苫
r
t
a
コ
d
n
O
＝
コ
什
e
r
∃
a
r
t
）
に
依
り
又
 
 
 

は
復
仇
（
R
e
p
r
i
s
机
訂
）
の
手
段
と
し
て
焉
さ
る
ゝ
も
の
な
る
が
、
S
e
i
N
u
r
e
は
n
a
p
叶
u
r
e
よ
り
も
そ
の
意
義
贋
汎
で
あ
つ
て
、
哉
時
た
る
 
 
 

と
平
時
た
る
と
を
間
は
す
且
つ
敵
者
。
交
哉
者
又
は
そ
の
他
の
者
に
依
る
と
を
問
は
す
、
苛
も
所
有
を
親
密
す
る
意
偲
を
以
て
為
 
 

ク
】
リ
l
 
 
 

さ
る
ゝ
凡
ゆ
る
行
為
を
包
含
し
、
T
a
k
i
コ
甥
a
ニ
e
a
と
同
輩
で
あ
る
。
経
つ
て
海
賊
若
く
は
旗
客
例
へ
は
苦
力
の
反
抗
に
依
っ
て
 
 

讐
る
ゝ
行
管
亦
S
㌢
e
の
中
鱒
包
含
直
ら
れ
る
（
悶
絶
r
可
・
㌔
辟
鐸
】
琶
．
）
。
即
ち
、
蔑
の
危
険
も
F
・
C
・
宗
約
款
に
 
 
 

依
っ
て
除
外
せ
ら
れ
る
も
の
な
る
が
、
へ
■
P
訂
c
y
e
x
c
e
p
監
ご
て
ふ
除
外
文
句
の
附
加
せ
ら
る
1
こ
と
に
依
っ
て
特
に
之
が
槍
供
せ
 
 
 

ら
れ
て
ゐ
ノ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
四
番
 
 
第
一
妨
 
 

（
五
二
）
 
五
二
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困
却
留
（
ロ
e
百
t
i
O
コ
）
と
は
S
e
ぎ
r
e
と
同
様
に
即
時
た
る
と
平
時
た
る
と
を
開
は
ず
、
且
復
仇
手
段
と
し
て
或
は
エ
ム
パ
ル
ゴ
ー
 
 
 

（
E
ヨ
b
a
r
邑
と
し
て
或
は
そ
の
他
軽
々
な
る
理
由
に
依
り
残
さ
る
1
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
強
制
手
段
が
図
表
若
く
は
官
憲
の
樵
 
 
 

力
よ
り
出
づ
る
場
合
の
み
な
ら
す
暴
徒
の
行
焉
に
田
づ
る
場
合
を
も
含
む
。
而
し
て
、
雨
着
の
異
な
る
瓢
は
会
捕
は
所
有
を
奪
は
 
 
 

ん
と
す
る
も
の
な
る
に
抑
留
に
於
て
は
占
有
を
奪
は
ん
と
す
る
に
過
ぎ
す
し
て
ヰ
晩
解
放
せ
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
 
 

（
夢
m
．
璽
。
一
）
。
之
巌
て
は
次
項
に
於
て
詳
守
る
。
 
 

刷
敵
封
行
軍
エ
O
S
≡
i
t
村
工
及
び
軍
事
的
行
動
（
W
a
r
芳
。
P
e
r
a
芽
コ
S
義
に
其
の
凡
ゆ
る
結
児
（
望
l
c
。
コ
S
e
q
u
e
コ
n
e
S
。
f
）
の
意
味
に
就
 
 
 

て
は
、
欧
洲
大
戦
常
時
英
囲
の
判
例
に
依
っ
て
明
か
に
せ
ら
れ
た
。
蓋
し
之
を
靡
く
解
せ
ぼ
、
敵
封
行
為
又
は
戦
率
若
し
く
は
哉
 
 
 

寧
類
似
の
状
態
の
存
在
す
る
結
果
と
し
て
生
ず
る
凡
ゆ
る
危
険
を
指
す
が
如
く
、
殊
に
我
国
に
於
て
は
F
・
∩
・
知
S
・
約
款
を
哉
寧
 
 
 

危
険
除
外
約
款
と
云
は
す
し
て
戦
時
危
険
除
外
約
款
と
云
ふ
に
徹
し
て
、
戦
時
な
る
が
故
に
存
在
す
る
凡
ゆ
る
危
険
に
封
し
て
保
 
 

険
者
が
免
責
せ
ら
る
ゝ
が
如
く
思
は
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
斯
く
の
如
き
解
繹
は
正
鵠
を
得
た
る
も
の
で
は
な
い
。
少
く
と
も
英
 
 

国
の
判
例
に
徹
せ
ぼ
、
船
舶
が
潜
水
船
の
攻
撃
を
免
れ
ん
が
た
め
に
夜
間
清
澄
し
て
航
海
し
た
る
が
た
め
に
街
爽
し
た
り
と
す
る
 
 

も
敵
勤
行
更
笠
寄
的
行
動
の
結
果
鷲
損
害
で
は
な
く
（
詑
鞘
相
法
－
ヾ
こ
の
約
款
の
眞
の
意
味
に
於
け
る
散
封
 
 

行
雷
又
は
軍
事
的
行
動
と
は
保
険
の
目
的
が
交
哉
圃
の
哉
寧
行
為
に
因
り
破
壊
せ
ら
る
ゝ
危
険
の
如
き
、
或
蜂
交
哉
問
が
宜
戟
の
 
 

前
後
有
警
間
は
富
の
沿
岸
に
敷
設
し
ね
る
水
雷
の
危
険
又
は
其
の
繋
推
よ
り
観
れ
て
浮
警
る
危
険
の
如
き
へ
S
t
。
。
ヨ
く
a
a
r
t
 
 

3
a
a
t
s
c
h
a
p
p
仰
j
へ
抗
O
P
h
訂
H
こ
 
 
く
．
看
c
h
a
コ
訂
三
a
エ
コ
e
夢
n
〇
．
こ
冨
）
、
或
は
保
険
せ
ら
れ
た
る
船
舶
が
交
我
国
政
府
に
御
用
せ
ら
れ
て
夜
間
消
燈
し
て
軍
 
 

海
難
及
び
航
海
に
附
†
ろ
事
故
 
 

（
五
三
）
 
恵
三
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（
五
四
）
 
五
四
 
 
 

第
四
懸
 
 
第
一
窮
 
 

隣
又
は
軍
需
品
を
輪
迭
す
る
が
如
き
盟
桐
軍
事
的
行
動
に
礎
重
し
、
斯
く
わ
如
き
軍
事
的
消
燈
航
海
に
近
因
す
る
衝
突
の
危
険
の
 
 

如
き
も
の
を
の
み
指
す
の
で
あ
る
（
詑
録
r
叛
諸
鐙
詑
叩
a
コ
n
e
．
芦
）
ひ
 
 
 

要
す
る
に
、
F
い
∩
・
か
S
・
約
款
の
包
含
す
る
危
険
の
範
隣
は
贋
汎
で
あ
つ
て
膏
に
戦
争
危
険
の
み
な
ら
す
、
海
賊
の
危
優
に
も
閲
し
 
 

且
つ
平
時
の
危
険
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
る
？
而
し
て
、
保
険
者
が
こ
の
除
外
し
た
る
戦
寧
危
険
を
特
に
櫓
促
す
ペ
き
と
き
に
は
、
 
 

F
u
n
．
鉾
S
●
約
款
を
抹
消
し
且
つ
F
●
∩
－
知
S
．
約
款
に
依
っ
て
除
外
せ
ら
れ
た
る
危
険
を
も
括
保
す
べ
き
文
言
を
掲
げ
、
或
は
哉
寧
危
 
 

険
培
保
約
警
s
t
富
W
a
r
R
警
【
a
旦
轟
入
す
る
の
茎
通
と
す
る
（
。
。
。
t
e
詣
韓
i
コ
e
－
コ
S
u
r
a
コ
C
e
。
f
。
㌻
）
。
 
 
 

覇
て
我
商
法
の
解
繹
上
梅
上
保
険
者
は
賊
軍
危
険
を
塘
供
す
べ
き
も
の
な
り
や
否
や
を
見
る
に
、
之
に
就
て
は
蓼
者
問
に
寧
が
あ
 
 

る
。
接
す
る
軋
、
損
害
保
険
の
級
別
の
規
定
た
る
商
法
二
元
五
條
に
於
て
は
「
職
療
血
ハ
の
他
の
欒
乱
に
周
り
て
生
じ
た
る
損
害
は
特
 
 

約
め
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
保
険
者
之
を
項
補
す
る
茸
に
任
ぜ
す
」
と
あ
る
が
、
こ
の
規
定
は
殊
更
に
海
上
保
険
に
準
用
せ
ら
れ
て
ゐ
な
 
 

い
（
相
㌘
條
姦
）
。
而
し
て
、
警
保
険
者
の
楷
促
す
べ
き
箆
の
範
囲
に
関
す
る
概
括
的
規
蒙
る
商
法
ガ
五
卸
藤
に
於
て
は
「
保
 
 

険
者
は
保
険
契
約
に
別
段
の
定
あ
る
場
合
を
除
く
外
保
険
期
間
中
保
険
の
目
的
に
つ
き
航
海
に
関
す
る
訝
故
に
因
り
て
生
じ
た
る
叫
 
 

切
の
損
害
を
塀
補
す
る
茸
に
任
す
」
と
あ
る
を
以
て
、
海
上
保
険
者
は
戦
争
危
険
を
櫓
保
す
べ
き
も
の
な
り
と
解
す
る
を
以
て
穏
雷
 
 

と
す
る
（
軸
媚
霜
韻
翫
醐
開
削
軌
覧
顆
許
に
堤
封
説
が
あ
ろ
）
。
然
る
に
、
菅
警
於
て
は
警
品
響
強
溜
◎
抑
止
桑
田
 
 

そ
の
他
宣
戦
の
前
後
有
警
間
は
す
放
て
撃
よ
り
生
す
る
損
害
を
填
補
せ
ヰ
と
至
て
ゐ
る
（
舶
御
蒜
鞭
開
紺
轟
編
及
び
追
 
 

加
約
款
蒜
）
。
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



六
、
強
留
・
抑
止
。
抑
留
（
才
r
e
s
t
s
）
R
e
s
t
r
乳
コ
t
S
 
a
コ
d
ロ
e
t
乳
コ
ヨ
e
コ
t
S
）
 
 
 

強
儲
●
抑
止
。
抑
留
と
は
胎
舶
税
荷
を
差
押
へ
る
こ
と
を
い
ひ
、
令
捕
又
は
捕
蛙
の
如
く
没
収
の
目
的
を
有
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
昔
 
 

時
に
於
て
は
、
所
謂
エ
ム
パ
ル
ゴ
ー
（
E
ヨ
b
彗
笥
）
と
稲
し
て
囲
家
問
に
紛
寧
が
あ
つ
て
開
戦
に
至
ら
ん
と
す
る
直
前
又
は
宣
戦
と
河
 
 

へ
I
∴
ク
 
 

時
に
自
閉
の
他
薦
内
に
あ
る
相
手
囲
の
船
舶
を
差
押
へ
る
こ
と
が
流
行
し
た
が
、
仙
九
〇
七
年
海
牙
條
約
に
依
っ
て
之
を
森
止
す
る
 
 

に
至
つ
た
。
然
し
、
今
日
に
於
て
も
国
家
は
犯
罪
捜
査
の
た
め
或
は
検
疫
の
た
め
船
舶
を
差
押
へ
る
こ
と
が
稀
で
は
な
い
。
而
し
て
 
 

ロ
イ
し
ド
保
険
詮
券
に
於
て
は
「
強
留
。
抑
止
¢
抑
留
（
ぎ
e
s
t
s
叫
R
e
s
叶
r
a
宣
s
a
コ
d
D
e
t
a
仰
コ
…
e
コ
t
S
）
は
何
れ
の
国
家
の
図
書
君
主
又
は
官
 
 

憲
の
命
に
出
ヰ
る
と
（
O
f
a
H
K
i
コ
写
P
r
i
コ
C
e
S
忘
コ
d
P
e
O
P
茸
）
叉
如
何
な
る
事
情
の
下
に
於
て
如
何
な
る
性
質
の
も
の
な
る
と
を
開
 
 

は
す
宅
w
h
a
廿
コ
a
t
仰
○
コ
ー
〔
○
コ
d
i
〓
○
コ
．
〇
r
β
u
a
盲
s
。
e
壱
．
）
て
ふ
文
言
を
以
て
之
を
拾
保
し
て
ゐ
る
。
 
 

廃
し
、
今
日
に
於
て
は
哉
時
危
険
除
外
約
を
挿
入
す
る
こ
と
に
依
り
、
哉
寧
危
険
と
共
に
こ
の
程
の
危
険
を
も
拾
保
せ
ざ
る
こ
と
 
 

を
特
約
す
る
の
を
普
通
と
す
る
。
而
し
て
偶
々
之
を
槍
保
す
る
場
合
に
は
そ
の
文
言
の
解
繹
上
左
の
鮎
を
考
慮
す
る
こ
と
を
要
す
る
 
 

㈲
国
王
申
君
主
◎
ピ
ー
プ
ル
の
弧
留
。
抑
止
。
抑
留
と
は
政
治
的
行
政
的
行
焉
（
P
。
≡
亘
。
r
e
x
e
邑
ぎ
a
n
t
）
に
関
す
る
も
の
を
い
ひ
、
叫
 
 

揆
暴
動
正
使
る
損
害
並
に
司
法
行
政
上
の
虞
分
（
O
r
d
i
コ
a
r
y
苫
c
i
a
－
p
r
O
n
e
S
S
）
を
包
含
し
な
又
R
藩
s
f
。
㌫
。
。
S
t
r
。
。
t
i
。
。
意
皿
し
、
 
 
 

へ
・
P
e
O
P
－
e
ご
て
ふ
文
言
は
英
闊
の
判
例
に
依
れ
ぼ
私
人
を
指
せ
る
も
の
に
あ
ら
す
し
て
、
官
憲
の
意
味
に
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
 
 

ら
で
め
る
（
。
e
s
。
≡
が
幣
h
量
。
。
－
）
。
讐
、
警
謂
ふ
と
こ
ろ
の
強
留
菰
止
。
抑
留
と
は
、
F
・
〔
・
雲
・
約
款
に
於
け
る
抑
留
 
 

よ
是
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
鋏
き
も
の
で
雪
（
E
－
。
r
蒼
㌔
乾
e
 
。
。
＝
。
き
）
＞
。
 
 

稼
訊
及
び
航
海
に
閲
す
ろ
事
故
 
 

（
五
五
）
h
五
五
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（
五
六
）
 
五
六
 
 
 

第
四
懸
 
 
第
一
妨
 
 

伽
強
留
。
抑
止
。
抑
留
の
意
味
は
英
国
の
判
例
に
於
て
は
比
較
的
厭
く
解
せ
ら
れ
る
。
船
舶
積
荷
が
規
賛
に
国
王
◎
君
主
。
官
憲
の
支
配
 
 
 

下
に
置
か
れ
た
る
場
合
の
み
な
ら
す
、
或
る
地
域
が
封
鎖
せ
ら
れ
た
る
結
英
と
し
て
保
険
の
目
的
が
そ
の
他
域
内
に
閉
込
め
ら
れ
 
 

た
る
場
合
に
も
之
農
謂
官
怒
の
抑
止
抑
留
と
見
る
（
宣
。
。
。
。
整
㌧
E
l
喜
一
。
竺
船
舶
は
家
畜
を
杓
戟
し
て
ブ
ブ
ス
◎
ア
 
 
 

イ
レ
ス
に
到
達
し
之
を
陸
紘
せ
ん
と
し
た
る
際
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
官
憲
は
家
畜
の
疾
病
の
故
を
以
て
即
時
過
去
を
命
じ
た
る
た
 
 
 

め
、
止
む
な
く
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
に
廻
航
し
共
魔
に
て
莫
大
な
る
損
失
を
以
て
之
を
茸
却
し
た
る
が
、
そ
の
損
害
は
官
恵
の
抑
止
に
 
 

e
。
＝
。
S
・
エ
。
更
に
、
欧
洲
大
著
時
の
新
判
例
に
於
て
は
、
法
 
 
 

因
る
も
の
で
あ
る
と
判
登
ら
れ
て
ゐ
る
（
喜
e
r
く
・
謝
里
ぎ
。
 
 
 

律
命
令
に
依
る
船
舶
の
航
海
堰
拡
の
禁
止
も
亦
抑
止
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
り
思
ふ
に
、
曾
て
珊
稿
海
上
保
険
揖
保
論
適
法
性
塘
保
 
 
 

の
と
こ
ろ
に
於
て
述
べ
た
る
が
如
く
交
戦
図
研
展
の
船
舶
積
荷
は
敵
圃
に
航
行
し
取
引
を
な
す
こ
と
を
得
ず
、
之
を
敢
て
す
る
こ
 
 
 

と
は
図
法
を
犯
す
こ
と
1
な
る
も
の
な
れ
ぼ
、
眈
に
開
始
せ
ら
れ
た
る
航
経
と
雄
鴻
之
を
中
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
魔
荷
 
 
 

の
捨
痍
、
拾
舶
の
出
帆
後
に
至
っ
て
宣
戦
の
布
告
を
見
て
そ
の
日
的
砥
が
敵
地
と
な
り
封
鎖
地
域
と
化
し
た
る
場
合
に
於
て
特
に
 
 
 

か
ゝ
る
場
合
が
生
す
る
。
而
し
て
、
こ
の
航
海
の
破
襲
「
。
S
甜
。
f
く
。
y
a
邑
に
因
る
損
害
は
所
謂
官
恕
の
強
留
茹
止
に
因
る
も
の
 
 

と
見
ら
れ
、
保
険
者
に
於
て
立
位
あ
温
も
の
と
せ
ら
れ
る
（
S
a
。
。
。
y
く
・
B
「
≡
冤
。
r
e
i
笥
－
⊃
S
・
〔
。
÷
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
】
望
ひ
ー
l
禁
中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 

こ
の
故
後
の
新
判
例
は
保
険
者
に
預
期
せ
ざ
り
し
負
塘
を
課
し
た
る
も
の
1
如
く
、
両
翼
保
険
者
は
戦
争
危
険
を
揖
保
す
る
場
 
 

合
と
鍵
も
こ
の
樟
の
弧
留
。
抑
止
の
危
険
は
之
を
除
外
す
る
の
を
普
通
と
す
る
に
至
り
、
左
の
約
款
を
生
す
る
に
至
っ
た
。
之
を
 
 

F
r
u
s
ぎ
t
i
O
コ
n
l
岩
S
e
と
い
ひ
、
F
■
〔
 
知
S
．
約
款
の
挿
入
せ
ら
れ
ざ
る
場
合
に
用
ゐ
ら
れ
る
。
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毒
a
r
r
a
コ
叶
e
d
f
r
e
e
O
州
a
コ
y
C
訂
i
ヨ
b
a
s
e
d
u
p
O
コ
百
s
O
言
r
ぎ
s
t
r
a
苧
コ
○
＝
h
e
i
コ
S
u
r
e
n
く
O
y
a
肇
a
旨
コ
首
2
二
㌫
u
S
e
≡
y
 
 
 

誓
e
S
才
r
e
s
t
r
a
烹
s
O
r
J
e
t
a
ご
∃
2
コ
什
s
O
巾
K
i
n
写
P
－
ぎ
c
e
s
〉
O
r
P
2
0
P
－
e
㌧
｝
 
 

㌫
舶
積
荷
の
到
達
港
に
於
て
エ
ム
パ
ル
ゴ
ー
。
封
鎖
そ
の
他
傘
捕
抑
留
の
危
険
が
存
し
妄
の
た
め
に
保
険
せ
ら
れ
た
る
航
海
が
阻
 
 
 

害
せ
ら
れ
る
場
合
如
何
。
 
 
 

欧
洲
大
陸
諸
因
の
海
法
に
於
て
は
、
航
海
の
危
険
開
始
後
封
建
港
に
於
け
る
商
取
引
の
禁
止
品
封
的
占
領
呈
ム
バ
ル
ゴ
ー
又
 
 

は
封
鎖
等
の
た
め
止
む
な
く
航
海
の
臓
糖
を
中
止
又
は
戯
莱
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
量
り
、
船
舶
積
荷
に
損
失
損
害
を
生
じ
た
る
 
 

と
き
は
戦
争
保
険
者
の
瘡
供
し
た
る
危
険
k
蓋
く
も
の
と
見
て
、
所
謂
官
憲
の
猥
嘗
抑
止
茹
留
又
は
不
可
抗
力
に
因
る
航
路
又
 
 

は
航
海
の
轡
苧
〔
h
a
コ
笥
ヨ
e
コ
t
S
ぎ
e
s
d
e
r
O
音
○
昌
＜
。
y
a
笥
こ
）
て
ふ
書
の
許
些
填
補
せ
ら
れ
る
詣
師
表
誠
一
。
芸
 
 

に
於
て
是
同
様
で
あ
る
（
詑
辞
錆
拒
咋
崇
指
摘
「
a
w
室
≡
－
N
蔓
L
。
警
に
、
濁
り
英
閣
に
於
て
窒
 
 

然
之
と
反
割
に
解
繹
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
、
多
く
の
判
例
に
依
っ
て
、
確
定
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
彗
て
ゐ
る
 
 

（
。
髭
l
。
ヾ
讐
、
同
園
に
於
て
続
く
の
如
き
事
由
に
因
る
航
海
の
阻
害
を
以
七
会
捕
又
は
抑
圏
の
琵
（
F
。
。
「
。
ご
。
。
言
 
 
 

O
r
苫
P
r
e
ト
2
コ
S
ち
コ
O
f
－
2
S
t
r
a
i
コ
ー
s
）
に
因
る
も
の
と
な
し
、
食
指
又
は
抑
留
そ
の
も
の
に
因
る
場
合
と
依
然
区
別
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

換
言
す
れ
ば
、
航
拓
の
鳩
繰
が
法
律
命
令
に
依
っ
て
阻
止
せ
ら
れ
た
る
と
き
に
曙
関
謂
官
憲
の
抑
止
と
見
る
も
、
胎
長
の
合
琵
 
 
 

判
断
に
出
づ
る
場
合
に
は
之
を
金
指
又
は
抑
留
の
恐
怖
鱒
因
る
も
の
と
見
て
、
保
険
者
の
捧
供
し
た
る
含
捕
又
は
弧
留
。
抑
止
・
抑
 
 

留
の
危
険
k
直
接
告
す
る
も
の
と
解
し
な
い
の
で
あ
る
銅
銭
式
㌘
n
〇
．
く
．
「
○
コ
d
O
コ
芽
∩
。
．
こ
望
0
0
・
）
。
 
 

海
訟
及
び
晩
海
l
こ
闘
す
ろ
事
故
 
 

（
五
七
）
 
五
七
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文
 
献
i
観
康
成
臍
難
蒜
第
三
†
三
食
凶
兢
及
び
五
紙
所
載
拙
稿
戦
時
危
険
に
就
て
 
 

七
、
船
員
の
慈
姑
（
B
a
r
r
告
y
O
竹
ヨ
a
S
叶
e
r
a
コ
d
ヨ
鼠
コ
e
r
S
こ
 
 
 

船
員
の
悪
行
先
行
又
は
匪
行
と
は
船
長
又
は
船
員
が
意
識
し
て
為
す
犯
罪
的
琉
職
行
為
で
あ
つ
て
、
賠
舶
又
は
積
荷
に
損
審
を
醸
 
 

す
も
の
を
い
ふ
（
守
m
郎
－
ヾ
而
し
て
、
笛
に
於
て
は
船
員
の
単
純
な
る
不
注
意
即
ち
過
差
隠
芝
航
琵
術
の
不
熟
練
に
因
る
 
 

慧
。
を
も
志
行
中
に
包
含
せ
し
め
る
琵
ど
も
、
英
米
術
図
に
於
て
は
犯
罪
的
不
買
焉
の
み
に
限
り
（
才
鎧
。
ヾ
斯
く
の
如
き
 
 

危
険
は
違
法
業
者
自
ら
之
を
負
拾
す
べ
く
保
険
者
の
培
保
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
と
解
さ
れ
て
ゐ
る
。
左
に
英
図
の
判
例
に
依
っ
て
 
 

悪
行
の
場
合
を
例
示
す
る
。
 
 

如
意
行
と
は
船
長
又
は
給
員
が
害
意
を
以
て
船
舶
又
は
積
荷
を
毀
損
し
、
私
腹
を
肥
や
す
た
め
に
密
輸
又
は
離
路
を
な
し
、
哉
時
に
 
 

際
し
て
封
警
倭
破
し
、
文
芸
艦
の
箆
捜
索
鱒
抵
抗
す
る
が
如
き
監
ふ
（
腎
罷
首
 
 

㈲
船
長
又
は
姶
良
の
意
識
的
潰
職
行
寛
が
彼
自
ら
の
懐
を
肥
や
す
が
た
め
に
あ
ら
す
し
て
船
主
の
た
め
を
思
ふ
て
馬
さ
れ
た
る
と
き
 
 
 

と
雄
も
、
結
果
に
於
て
船
主
に
損
寄
を
被
ら
し
め
た
る
場
合
紅
は
亦
悪
行
を
構
成
す
る
。
密
輸
遠
鉄
の
優
破
◎
臨
検
捜
索
の
抵
抗
等
 
／
 
 

に
於
て
往
ぞ
そ
の
場
合
を
見
る
（
。
郎
l
。
ヤ
 
 

呵
船
長
又
は
哲
貝
の
意
識
的
潰
職
行
為
に
於
て
犯
罪
的
又
は
詐
欺
の
意
思
を
澄
明
し
待
ざ
る
と
き
と
難
も
、
最
大
の
過
失
（
G
r
O
S
S
 
 

ヨ
a
雷
－
芝
田
つ
㌻
さ
れ
富
と
き
に
は
悪
行
姦
成
す
る
こ
と
Å
守
撃
）
。
之
藁
固
渇
仰
に
讐
る
に
盛
 
 

が
水
党
案
押
入
の
指
間
に
反
し
て
順
風
に
於
て
出
帆
を
拒
否
し
な
が
ら
、
風
の
逆
な
る
と
き
に
於
て
彼
の
意
見
を
撫
祀
し
て
出
帆
 
 
 

弟
四
番
 
 
恭
一
鱗
 
 

（
五
八
）
 
五
入
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せ
ん
こ
と
を
固
持
し
、
縮
も
彼
の
指
問
に
反
し
て
潰
を
裁
ち
以
て
船
舶
を
坐
礁
せ
し
め
た
る
に
於
て
、
エ
レ
ン
ボ
ロ
ー
卿
は
水
先
 
 

案
内
人
の
。
の
讐
が
豊
富
ぼ
慧
の
行
為
は
意
行
と
認
む
べ
き
も
牒
あ
る
と
判
決
し
て
ゐ
毛
。
y
ヨ
が
針
。
星
 

）
。
 
 

晋
作
篤
と
碓
も
犯
罪
的
尊
意
に
出
づ
る
場
合
に
は
爵
行
を
構
成
す
そ
（
。
ポ
朗
－
。
じ
。
之
を
判
例
に
警
ば
、
船
長
は
船
舶
が
穿
孔
せ
 
 
 

ら
れ
且
つ
放
火
せ
ら
れ
つ
ト
あ
ろ
を
知
り
た
る
に
拘
ら
す
墳
墓
に
引
乾
っ
て
何
等
の
手
段
を
試
ぜ
ざ
り
し
に
於
て
、
怒
行
な
り
と
 
 

判
登
ら
ゐ
る
ハ
。
。
昔
。
㌍
。
。
・
く
・
。
。
喜
 

と
い
ふ
こ
と
を
得
な
い
（
。
郎
ぎ
）
。
議
舶
は
船
主
の
命
賢
り
倫
警
り
ジ
ャ
メ
イ
カ
に
直
行
す
べ
か
り
し
に
拘
ら
す
、
途
上
 
 
 

一
。
 
 

㈲
重
大
な
る
過
失
怠
慢
は
未
だ
憩
行
訂
構
成
し
な
い
。
従
っ
て
重
大
な
る
不
注
意
（
G
r
O
S
S
官
O
r
a
コ
C
e
）
に
因
り
離
路
を
な
す
も
患
行
 
 

故
な
く
し
て
サ
ン
タ
ク
ル
ツ
に
寄
航
し
不
党
に
も
該
港
に
て
押
収
せ
ら
れ
た
る
が
、
ロ
ー
レ
ン
ス
判
薔
は
船
長
の
斯
く
の
如
き
不
 
 
 

注
意
哀
以
て
未
だ
悪
行
を
構
成
せ
す
と
な
し
、
そ
の
珊
由
と
し
て
悪
行
と
和
す
る
た
め
に
は
船
主
に
損
宰
を
被
ら
し
め
た
る
わ
み
 
 

を
以
て
は
未
だ
足
ら
ず
し
て
そ
の
動
碗
に
於
て
詐
欺
又
は
犯
罪
的
意
思
あ
る
こ
と
を
要
す
と
言
つ
て
ゐ
る
（
。
h
y
。
霊
鈍
E
x
n
h
・
 
 

椚
船
長
又
は
船
員
の
犯
罪
的
不
正
行
為
が
患
行
と
柄
せ
ら
る
べ
き
た
め
に
は
、
彼
が
船
主
又
は
僻
胎
者
の
指
囲
に
依
ら
す
同
意
な
く
 
 
 

追
認
も
な
く
し
て
畢
猫
に
焉
し
た
る
場
合
に
限
り
、
従
っ
て
船
主
又
は
傭
船
者
の
関
係
し
た
る
も
の
な
ら
ば
玄
に
所
謂
意
行
で
は
 
 

な
い
（
。
離
1
－
。
予
荷
主
讐
ア
ル
マ
ウ
ス
よ
ヱ
ル
セ
イ
二
直
行
す
べ
晶
舶
に
積
荷
の
船
積
を
な
し
君
直
行
の
航
海
に
 
 
 

封
し
て
保
険
を
付
し
た
。
然
る
に
、
船
舶
が
船
荷
謹
穿
に
記
載
せ
ら
れ
た
る
如
き
直
行
の
航
海
を
残
さ
す
し
て
他
の
二
三
港
に
寄
 
 

コ
s
s
．
C
ひ
．
、
 
 

海
難
及
び
筑
海
に
開
す
ろ
事
故
 
 

（
五
九
）
 
五
九
 
 

一d   
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ハ
六
〇
）
 
六
〇
 
 
 

第
四
億
 
第
 
】
 
脆
 
 

航
す
ペ
き
こ
と
を
知
り
た
る
に
於
て
之
を
抗
議
し
た
る
に
も
拘
ら
ず
、
胎
舶
は
船
主
の
命
に
従
っ
て
寄
航
を
な
し
、
そ
の
た
め
に
 
 
 

交
戦
問
軍
艦
に
撃
沈
せ
ら
れ
た
。
荷
主
は
そ
の
損
害
を
以
て
悪
行
に
基
く
も
の
な
り
と
主
張
し
た
る
も
英
国
裁
判
所
は
船
長
の
詐
 
 
 

－
↓
払
ぃ
．
 
 

啓
行
馬
は
胎
生
の
命
に
出
づ
る
も
の
で
あ
つ
て
忠
行
に
あ
ら
ず
と
判
決
し
歓
S
訂
ヨ
ヨ
a
V
・
B
r
。
W
つ
÷
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヽ
 
 
 

海
上
保
険
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
怒
行
と
は
右
の
如
く
極
め
て
限
定
せ
ら
れ
た
る
意
味
を
有
す
る
語
で
あ
つ
て
、
之
を
我
国
の
法
律
上
 
 

の
用
語
に
従
つ
て
不
法
行
為
と
い
ふ
も
故
意
又
は
害
意
と
い
ふ
も
悪
意
又
は
認
過
失
と
い
ふ
も
共
に
常
ら
な
い
。
而
し
て
、
忠
行
の
 
 

危
険
は
夙
に
、
叫
五
二
≡
年
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
保
険
謹
券
に
於
て
培
伏
せ
ら
れ
、
英
国
の
海
上
保
険
の
賛
務
に
於
て
も
亦
同
年
代
 
 

よ
り
之
を
塘
保
す
る
を
普
通
と
し
た
る
如
き
も
、
菟
来
保
険
者
の
烹
任
の
範
囲
を
原
則
と
し
て
海
難
の
み
に
限
り
海
上
危
険
に
及
ぼ
 
 

さ
ぎ
る
同
園
に
於
で
、
惑
行
の
如
き
極
め
て
著
し
き
道
徳
的
危
険
を
普
通
約
款
を
以
て
塘
保
す
る
は
澄
に
奇
異
の
感
な
き
を
得
な
い
 
 

（
鍔
諦
㍑
詳
録
開
輿
】
預
）
U
 
 
 

覇
て
我
国
の
海
上
保
険
の
蜜
務
を
見
る
に
、
共
闘
と
は
全
く
韮
反
封
で
あ
つ
て
過
失
怠
慢
は
之
を
培
促
す
る
も
悪
行
は
之
を
拾
促
 
 

し
な
い
。
蓋
し
、
我
商
法
の
規
定
に
於
て
・
は
保
険
者
は
海
上
危
険
又
は
航
海
に
関
す
る
事
故
を
瘡
供
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
 
 

（
踊
栂
鰍
和
紀
鵬
保
険
習
池
約
政
一
條
）
、
保
険
者
吟
胎
長
叉
略
拾
員
の
行
雷
撃
量
通
の
過
各
島
た
る
と
、
故
雲
量
過
失
た
 
 

る
と
、
悪
行
た
る
と
を
間
は
す
之
を
塘
供
す
ペ
き
で
あ
る
。
而
し
て
、
船
舶
保
険
及
び
積
荷
保
険
の
普
通
約
款
に
於
て
は
故
意
と
重
過
 
 

失
と
を
除
外
す
る
を
以
て
、
藩
行
に
就
て
も
常
然
に
免
安
せ
ら
る
1
こ
と
に
な
る
も
普
通
の
過
失
怠
慢
に
封
し
て
は
茸
任
が
残
っ
て
 
 

ゐ
る
こ
と
鱒
な
る
（
舶
舶
鵬
鶴
瓶
綾
二
細
別
批
罷
）
。
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八
、
其
の
他
の
危
険
（
空
O
t
h
2
r
 
P
e
ユ
ー
s
）
「
O
S
S
e
S
一
a
コ
d
 
M
藍
O
r
t
u
コ
e
S
・
）
 
 
 

以
上
列
車
し
た
る
危
険
に
類
似
す
る
危
険
は
保
・
帰
着
亦
之
を
抵
供
す
る
。
保
険
謹
券
に
は
「
其
の
他
絶
て
の
危
険
、
損
失
及
び
災
 
 

寄
」
て
ふ
文
言
を
存
す
る
を
以
て
列
記
せ
ら
れ
た
る
危
険
以
外
に
凡
ゆ
る
危
険
を
塘
供
す
る
が
如
く
思
は
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
恕
 
 

括
的
文
言
の
意
味
は
列
記
し
た
る
危
険
と
類
似
の
性
質
（
虚
u
s
d
e
ヨ
笥
コ
e
r
i
s
J
を
有
す
る
も
の
1
み
を
塘
保
す
る
の
謂
で
ぁ
る
。
英
 
 

国
海
士
保
険
法
豊
の
附
則
保
険
要
の
解
鐸
に
関
す
る
規
諾
警
之
を
㌢
し
て
ゐ
る
（
R
。
l
e
s
f
。
r
柑
っ
S
宣
。
。
じ
。
 
 
 

英
国
の
判
例
に
於
て
は
、
左
の
如
き
危
険
が
列
記
し
た
る
危
険
に
類
似
し
た
る
も
の
と
見
る
ペ
く
、
保
険
者
の
揖
保
す
べ
き
も
の
 
 

雷
と
判
誓
ら
れ
て
ゐ
る
（
m
粥
離
辱
】
攣
）
。
 
 

回
海
難
に
類
似
す
る
も
の
 
 
 

叫
船
舶
は
積
荷
を
陛
扮
し
た
る
後
修
繕
の
た
め
乾
船
渠
に
入
れ
ら
れ
、
其
慶
に
て
暴
風
に
因
つ
て
貴
家
破
損
し
た
る
に
於
て
、
 
 
 

保
険
者
は
航
海
の
危
険
忙
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
主
張
し
た
る
も
、
ア
ポ
ツ
ト
判
事
は
概
括
的
文
句
に
依
っ
て
塘
保
せ
ら
れ
た
る
危
険
 
 

な
る
こ
と
を
判
決
し
ゑ
。
h
i
l
音
節
用
r
。
。
r
ヾ
 
 

㈲
投
荷
に
類
似
す
る
も
の
 
 

叫
船
舶
は
敵
船
の
迫
撃
を
受
け
将
に
舎
捕
せ
ら
れ
ん
と
し
た
る
に
於
て
、
船
長
は
金
塊
を
海
中
に
投
薬
し
た
。
そ
の
日
的
は
共
 
 
 

同
の
安
全
の
た
め
に
な
し
た
る
に
あ
ら
す
し
で
散
開
民
の
致
富
を
阻
止
せ
ん
と
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
共
同
梅
損
を
構
成
す
べ
き
 
 

B
告
t
 

投
荷
で
は
な
か
っ
た
が
、
概
括
的
文
句
に
依
っ
て
括
供
せ
ら
れ
窒
危
険
な
り
と
判
決
直
ら
れ
て
ゐ
る
（
酢
誓
ぎ
。
。
）
。
 
 

晦
蹄
及
び
駄
浄
に
闊
†
ろ
事
故
 
 

（
六
一
）
 
六
一
 
 

_-j 
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囲
藩
行
に
類
似
す
る
も
の
 
 
 

保
険
者
は
陸
上
運
送
中
の
危
険
を
も
塘
保
し
た
る
が
、
積
荷
は
運
送
人
の
陸
上
使
用
人
の
不
正
行
為
に
因
っ
て
滅
失
し
た
る
に
 
 

於
て
、
判
官
㌃
ン
ボ
ロ
ー
卿
は
悪
行
に
類
㌣
芸
濃
に
讐
て
生
℃
食
る
損
垂
左
す
と
判
決
し
ゑ
B
。
e
篭
b
e
－
）
ル
 
 

刷
火
災
に
類
似
す
る
も
の
 
 
 

積
荷
た
る
石
袈
が
海
上
輸
送
中
熱
気
を
生
じ
て
蔑
火
の
危
険
が
あ
つ
た
か
ら
之
を
陸
揚
し
、
因
つ
て
生
じ
た
る
速
賃
の
損
失
に
 
 

閲
し
、
バ
ー
吾
判
事
は
火
災
に
類
似
す
る
損
審
菅
と
判
決
し
Å
T
h
e
K
。
i
酢
牒
・
茎
。
h
a
e
－
－
）
。
尤
も
こ
の
保
険
が
積
荷
保
 
 
 

険
で
あ
つ
た
な
ら
ば
火
災
の
思
怖
に
因
る
も
の
と
し
て
拾
供
せ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
 
 

廟
気
綻
の
爆
磯
と
イ
ン
チ
メ
リ
ー
約
款
 
 
 

気
権
の
爆
凌
が
火
災
に
類
似
し
、
保
険
者
の
瘡
促
し
た
る
危
険
な
り
や
否
や
に
細
し
、
英
国
裁
判
所
に
於
て
屡
々
係
争
せ
ら
 
 
 

れ
、
曾
て
峰
之
を
背
走
し
た
る
も
、
血
八
八
七
年
間
図
大
審
院
は
途
に
之
を
否
決
し
た
。
こ
れ
有
名
な
る
イ
ン
チ
メ
リ
ー
流
事
件
 
 

（
＝
。
ヨ
i
l
t
。
。
く
・
T
h
。
パ
酢
宣
看
s
e
y
蔓
。
e
－
。
S
。
r
a
。
∩
。
。
。
・
音
あ
る
。
然
し
、
爾
来
嘗
務
に
於
て
偲
特
に
こ
の
種
の
危
険
を
 
 

塘
保
す
べ
き
約
款
を
生
す
る
に
至
り
、
船
舶
保
険
に
於
て
殆
ど
例
外
な
く
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
之
を
イ
ン
チ
メ
リ
ー
眈
義
仲
に
周
 
 
 

ん
で
ぎ
什
h
ヨ
a
r
e
e
 
C
訂
u
s
e
と
い
ふ
。
 
 

↓
h
訂
計
亡
r
a
コ
n
e
監
s
。
S
P
e
C
i
a
ニ
y
昔
〔
。
責
（
s
鼻
e
n
〓
。
t
h
ヱ
「
e
e
。
竹
a
く
e
r
a
笥
W
a
r
r
a
コ
肯
）
】
。
S
S
。
言
r
d
a
ヨ
a
瑠
t
？
h
u
l
l
。
r
 
 
 

ヨ
a
C
h
】
コ
e
r
や
d
i
r
e
c
青
（
a
u
S
e
d
b
y
a
n
c
i
d
e
コ
仲
s
 
i
コ
】
O
a
d
i
晶
－
d
叫
s
c
h
a
r
管
コ
ぬ
0
1
h
a
コ
d
ニ
コ
n
C
a
r
笥
。
r
 
C
a
u
S
e
d
 
t
h
r
O
u
号
 
t
h
e
 
 
 

第
四
金
 
 
箔
一
筋
 
 

（
六
二
）
 
六
二
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コ
e
隻
笥
コ
n
e
。
「
ヨ
餌
S
什
e
r
†
ヨ
a
コ
コ
e
r
S
u
e
コ
鼠
コ
e
e
r
S
－
O
r
P
ニ
○
什
s
－
占
r
誉
O
u
号
e
x
p
訂
i
O
コ
S
；
u
r
s
t
ぎ
∽
O
f
b
O
i
す
s
）
b
r
e
a
k
a
笥
○
ご
h
a
f
｛
s
、
 
 
 

。
r
誉
。
u
号
a
コ
y
－
a
｛
買
付
d
e
f
e
c
〓
コ
t
h
e
ヨ
a
n
h
ぎ
e
r
y
。
r
h
u
ニ
・
P
r
O
く
己
e
d
s
u
c
≡
O
S
S
O
r
冶
ヨ
a
笥
h
a
s
コ
。
t
r
e
S
u
【
t
e
d
f
r
O
ヨ
W
a
コ
t
 
 
 

O
f
d
u
e
d
≡
笥
コ
C
e
b
y
t
h
e
O
W
コ
e
r
s
O
〓
h
e
∽
ご
）
P
－
O
r
a
コ
y
O
〓
h
e
…
－
〇
r
b
y
t
h
e
ヨ
a
コ
a
笥
r
●
三
a
s
t
e
r
s
－
ヨ
a
t
e
S
－
e
コ
瞥
コ
e
e
r
S
、
P
＝
O
t
S
 
 
 

O
r
C
－
e
W
コ
○
〓
O
b
2
C
O
コ
S
i
d
e
r
e
d
計
p
a
r
什
O
W
n
e
r
S
W
碧
i
コ
t
h
e
ヨ
e
a
コ
ぎ
旧
○
〓
h
訂
c
l
a
u
s
e
 
s
ト
O
u
己
－
ト
e
y
 
h
O
己
s
h
a
r
e
s
i
コ
t
h
e
 
 

S
t
e
a
ヨ
e
r
．
 
 

以
上
を
以
て
ロ
イ
ド
模
範
詮
券
及
び
我
英
文
謹
琴
の
通
常
瘡
供
す
る
海
上
危
険
の
種
類
に
就
て
政
明
を
終
っ
た
の
で
あ
る
が
、
故
 
 

後
に
罷
業
者
の
危
険
に
裁
て
附
言
し
て
置
く
。
 
 
 

単
純
な
る
軋
附
罷
業
は
右
に
列
車
し
た
る
何
れ
の
危
険
に
も
該
雷
せ
す
保
険
者
に
於
て
瘡
供
す
る
を
要
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
 
 

之
が
恵
化
し
彼
等
が
船
舶
を
来
取
り
扱
奪
を
敢
て
す
る
咤
於
て
は
海
賊
◎
盗
賊
・
強
盗
の
危
険
に
類
似
す
べ
く
、
更
に
暴
動
化
す
る
に
 
 

於
て
は
哉
寧
及
び
欒
乱
の
危
険
と
な
る
べ
く
、
而
も
そ
の
慈
化
暴
動
の
程
度
は
笥
質
問
題
と
し
て
寧
を
生
じ
や
す
き
も
の
な
れ
ぼ
、
 
 

保
険
者
は
左
の
如
き
罷
業
約
款
（
S
t
r
芽
s
－
刀
亘
s
－
a
コ
d
C
宣
C
O
ヨ
ヨ
○
什
ぎ
s
c
ぎ
s
e
）
を
以
て
そ
の
不
塘
保
を
特
約
す
る
の
を
普
通
と
 
 

す
る
（
。
。
。
－
。
Y
絹
担
。
S
。
r
。
。
n
e
。
芸
。
。
。
s
－
）
。
 
 

W
a
r
r
a
コ
t
e
d
ぎ
e
O
ご
O
S
S
O
r
 
n
a
m
a
笥
C
a
u
S
e
n
ノ
b
y
s
l
r
芽
2
r
S
こ
O
C
k
e
㌣
O
u
t
W
O
r
k
ヨ
e
コ
ー
O
r
P
e
r
S
O
コ
S
t
a
k
孟
p
a
r
t
≡
i
a
b
O
u
r
 
 

d
訂
叶
u
r
b
a
コ
C
e
S
 
O
r
コ
○
理
s
 
O
r
 
C
宣
一
c
O
ヨ
ヨ
O
t
i
O
コ
S
．
 
 
 

関
し
て
、
こ
の
危
険
を
特
忙
塘
供
す
ペ
き
場
合
に
は
右
の
F
”
S
．
R
．
か
C
．
C
．
約
款
を
抹
消
し
、
且
つ
展
蓋
危
険
稽
保
約
款
（
【
コ
S
≡
亡
t
e
 
 

S
t
r
i
k
e
言
〔
・
｝
R
嘗
c
l
a
u
s
e
s
）
を
挿
入
す
る
の
を
普
通
と
す
る
（
Ⅵ
㍊
空
。
 
 

韓
雛
及
び
統
率
に
開
す
ろ
事
故
 
 

（
六
三
）
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